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皆
さ
ん
は
「
パ
ラ
サ
ー
フ
ィ
ン
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
が
楽
し
む
サ
ー
フ
ィ
ン
の
こ

と
で
す
。

　
今
回
は
、
世
界
障
害
者
サ
ー
フ
ィ

ン
選
手
権
大
会
で
２
位
に
輝
い
た
経

歴
を
持
つ
、
町
在
住
の
勝
倉
　
直
道

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
勝
倉
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
17
歳
か
ら

サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
ま
し
た
。
31
歳

の
時
に
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
重
度

の
火
傷
を
負
い
、
皮
膚
拘
縮
両
下
肢

機
能
障
害
（
火
傷
の
影
響
に
よ
り
、

足
の
組
織
が
硬
化
し
、
足
の
関
節
の

可
動
域
に
制
限
が
あ
る
状
態
）
と
な

り
ま
し
た
。

　
３
年
間
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
リ

ハ
ビ
リ
を
経
て
、
51
歳
の
時
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
た
パ
ラ
サ
ー
フ
ィ

ン
の
大
会
に
感
銘
を
受
け
、
パ
ラ

サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
、
パ
ラ
サ
ー

フ
ァ
ー
と
し
て
の
現
在
に
至
り
ま
す
。

Help you？　その一言で社会が変わる
～障がいは個性　遠慮せずにまずは声をかけて～

12月３日から９日までは「障害者週間」です。

同じ町でともに暮らす仲間として、ともに過ごすために必要なことを考えてみませんか？

3 広報おおいそ　令和　年　月広報おおいそ　令和　年　月

○�

事
故
に
よ
っ
て
、
サ
ー
フ
ィ
ン
に

欠
か
せ
な
い
足
の
自
由
が
利
か
な

く
な
っ
た
時
の
気
持
ち
は
？

　
事
故
後
１
～
２
か
月
は
、
自
分
の

足
の
現
状
が
把
握
で
き
な
く
て
、
す

ぐ
退
院
し
て
普
通
に
動
け
る
、
走
れ

る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
障

が
い
を
受
け
入
れ
る
ま
で
半
年
以
上

か
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
サ
ー

フ
ィ
ン
を
「
も
う
一
回
や
っ
て
み
た

い
」、
以
前
の
よ
う
に
は
絶
対
で
き

な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
け
ど
、

そ
れ
に
近
づ
く
と
い
う
一
心
で
リ
ハ

ビ
リ
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。

○�

パ
ラ
サ
ー
フ
ィ
ン
を
知
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　
事
故
後
、
仲
間
に
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
も
う
一
度

ボ
ー
ド
に
立
っ
て
サ
ー
フ
ィ
ン
が
し

た
か
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
れ
こ
そ
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な

障
が
い
を
持
っ
て
い
て
も
、
サ
ー

フ
ィ
ン
を
し
て
い
る
人
が
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
い
た
ら
パ
ラ

サ
ー
フ
ィ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

動
画
を
見
つ
け
た
ん
で
す
。

　
様
々
な
障
が
い
を
持
っ
た
人
た
ち

が
、
心
か
ら
楽
し
そ
う
に
サ
ー
フ
ィ

ン
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
周
囲
か
ら
の
後
押
し
も
あ
り
、
次

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
出
場
し
よ
う
、

パ
ラ
サ
ー
フ
ィ
ン
に
挑
戦
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。

○�

み
ん
な
に
は
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ

か
ら
変
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
ま
ず
自
分
と
違
う
人
を
認
め
る
心

を
持
っ
て
ほ
し
い
。

　
認
め
る
こ
と
で
、
人
の
目
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
、
他
の
方
へ
の
手
助

け
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
余
計
な
こ
と
だ
ろ
う
が
周

り
に
何
言
わ
れ
よ
う
が
自
分
が
い
い

と
思
っ
た
ら
行
動
し
ち
ゃ
う
ん
で
す

よ
。
き
っ
と
そ
れ
が
い
い
方
向
に
必

ず
動
く
っ
て
僕
は
い
つ
も
信
じ
て
ま

す
ね
。

　
日
本
人
は
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と

も
「
遠
慮
」
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
心
の
中
で
は
、
あ
の
人
に
手
を
貸

し
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
と
思
う
け

れ
ど
、
で
も
明
確
に
困
っ
て
な
さ
そ

う
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
っ
て
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
よ
ね
。

　
そ
ん
な
場
面
で
も
、
海
外
で
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
「
H
e
l
p
 

y
o
u
？
」
っ
て
声
を
か
け
て
く
る

ん
で
す
よ
。

　
そ
の
一
言
が
相
手
を
助
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
お
互
い
に
悪
い
気
持

ち
に
は
な
ら
な
い
し
、
気
持
ち
良
く

そ
の
瞬
間
を
終
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
一
言
で
社
会
や
世
の
中
が
変

わ
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。

○
最
後
に
今
後
の
目
標
は
？

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
こ

と
で
す
。
パ
リ
五
輪
で
は
パ
ラ
サ
ー

フ
ィ
ン
が
競
技
種
目
に
選
ば
れ
ず
、

心
が
折
れ
か
か
り
ま
し
た
が
、
今
は
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
実
現
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
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　障がいをお持ちの方は、地震やそ
の他の災害が起こった時、状況を把
握したり、避難場所への移動ができ
ません。
　そのような時、皆さんの助けが必
要です。
　

私たちが一緒にできること

災害・緊急の
ときは…

　
障
害
者
基
本
法
で
は
、
障
害
者
の

定
義
を
「
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、

精
神
障
害
そ
の
他
心
身
の
機
能
の
障

害
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
障
害
及

び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制

限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る
も
の
」
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
が

何
を
示
す
の
か
を
学
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

〇
身
体
障
害

　
身
体
機
能
の
一
部
に
不
自
由
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
制
約
が
あ
る
状
態

の
こ
と
で
、
視
覚
障
害
や
聴
覚
・
平

衡
機
能
障
害
、
肢
体
不
自
由
、
音

声
・
言
語
・
咀
嚼
障
害
、
内
部
障
害

の
５
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

〇
知
的
障
害

　
知
的
機
能
の
障
が
い
が
発
達
期(

概

ね
18
歳
ま
で)

に
あ
ら
わ
れ
、日
常
生

活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
た
め
、何

ら
か
の
特
別
な
援
助
を
必
要
と
す
る

状
態
の
こ
と
で
す
。

〇
精
神
障
害

　
精
神
疾
患
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活

に
制
約
が
あ
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

主
に
統
合
失
調
症
や
う
つ
病
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
、
薬
物
依
存
症
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
障
が
い
者

に
つ
い
て
知
ろ
う

災
害
時
、

地
域
ぐ
る
み
の
助
け
合
い

コミュニケーション
　　　　手段は人それぞれ
　聴覚障がいを持った方は、災害時や緊
急時に流れる警報やアナウンスを聞くこ
とができません。筆談や口の動きなどの
その人にあった方法で現在の状況や今後
の見通し、避難指示等の情報を伝えま
しょう。

困っている様子を見かけたら、まずは声かけ

　視覚障がいを持った方は、災害時や緊急時に流される警報や
アナウンスを聞くことはできても、周囲の状況を自分の目で確
認することはできません。相手の目となって、周囲の状況や非
常口の位置等を確認して知らせましょう。
　また、手引きするときは相手に自分の肩や腕につかまっても
らい、相手のペースに合わせて進むようにしましょう。

　内部障がいや難病を持った方は、外見では分かりにくく、周囲の人に理解
されにくい障がいのため、体がきつくても、周囲の人に言えず苦しんでいる
ことがあります。
　早めに気づいて、救急車を呼んだり、本人がかかりつけの医療機関等への
連絡を希望する場合は協力しましょう。

外見だけでは分からない障がいがあります

5 広報おおいそ　令和　年　月

　このろうそくは、県内33市町村の
各会場でともされた火を「ともに生
きる社会かながわの火」として一つ
に集め、パラリンピックの聖火の元
として東京に送ったときに、大磯町
の採火式で使用したろうそくを大磯
町福祉作業所等連絡会の方々が再度
作製してくれたものです。
　共生の火が人々や想いをつなぎ、
社会全体を灯すように願いを込めて
作製してくれました。
　障害者週間の間、このろうそくを
次の場所で配布します。
配布先
・役場本庁舎受付
・保健センター　・国府支所
・横溝千鶴子記念
　障害福祉センター すばる 他
作製 大磯町福祉作業所等連絡会
・みつばち大磯
・素心デイセンター
・ジョブコーチ大磯
・かたつむりの家
・グリーンリーブス

「ともに生きる社会かながわ」
をめざして共生の火を灯す

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
の
ご
案
内

　
災
害
時
に
一
人
で
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
で
、
支
援
が
必
要
と
な
る
方

は
、
自
分
の
情
報
を
町
に
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
た
情
報
を
も
と
に
作
成

さ
れ
た
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」
は
、
地
域
の
関
係
者
（
自
治
会

や
民
生
員
・
児
童
委
員
等
）
や
消
防

機
関
、
警
察
に
提
供
・
共
有
さ
れ
、

災
害
時
に
地
域
で
の
安
否
確
認
や
避

難
誘
導
等
の
避
難
支
援
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

〇
対
象
者

①�

身
体
障
が
い
の
程
度
が
１
級
・
２

級
の
方
、
知
的
障
が
い
の
程
度
が

Ａ
１
・
Ａ
２
の
方
、
ま
た
は
精
神

障
が
い
の
程
度
が
１
級
の
方

②�

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
状
態

区
分
で
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方

③�

①
、
②
以
外
で
、
災
害
時
に
支
援

が
必
要
な
方

※�

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

〇
問
合
せ
先

　
登
録
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

　
　
福
祉
課�

☎
（
73
）
４
５
３
０

　
全
体
計
画
に
関
す
る
こ
と

　
　
危
機
管
理
課�

☎
内
線
２
４
４

災
害
時
、

地
域
ぐ
る
み
の
助
け
合
い

一緒に行動する

どんなときでも協力をする

介助者を探す

　災害時や緊急時、障がいを持った方が一
人で行動するのは普段にも増して困難なこ
とが多くなります。
　災害から避難するとき、そのとき自分が
そばにいた場合は、できるだけ一緒に行動
するようにしましょう。

　災害時は車いすの人は自力で階段を下り
ることはできません。
　周囲に協力を求めていたら、複数の人で
サポートしながら避難するようにしましょ
う。

　災害時の混乱で、障がいをもった方が一緒に
いた介助者とはぐれている可能性もあります。
　サポートしながら、近くに家族などの介助者
がいないかも注意しましょう。特に精神障がい、
知的障がい、発達障がいをお持ちの方には配慮
が必要です。
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二
宮
カ
ツ
子
さ
ん
（
虫
窪
）
と
山

口
き
ぬ
さ
ん
（
国
府
本
郷
）
が
９
、

10
月
に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
ま
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

　
国
土
交
通
省
、
県
、
町
が
連
携
し

て
整
備
を
進
め
て
い
る
明
治
記
念
大

磯
邸
園
の
構
成
建
造
物
「
西
園
寺
公

望
別
邸
跡
・
旧
池
田
成
彬
邸
」
が
令

和
３
年
10
月
22
日
に
町
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
文

化
財
の
名
称
及
び
数
量
は
、「
旧
池

田
成
彬
別
邸
（
西
園
寺
公
望
別
邸

跡
）
３
棟
１
基
　
主
屋
、
車
庫
、
ポ

ン
プ
室
、
門
」
で
す
。
町
指
定
文
化

財
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
鴫
立
庵
、
旧

島
崎
藤
村
住
宅
、
旧
滄
浪
閣
な
ど
合

計
32
件
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
指
定
に
よ
り
33
件
と
な
り
ま

し
た
。

　「
西
園
寺
公
望
別
邸
跡
・
旧
池
田

成
彬
邸
」
は
内
閣
総
理
大
臣
を
歴
任

百
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
小
綬
章
（
経
済
産
業
行
政
事
務
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

　
11
月
３
日
付
け
で
、
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
２
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
功
績
に
敬
意
を
表

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
令
和
３
年
秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲
を
２
名
が
受
章

二宮　千久
元　特許庁審判部審判長

（虫窪）

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３

河村　裕根
元　海上自衛隊指揮通信開発隊

システム第２科長
（大磯）

▲二宮カツ子さん▲山口きぬさん

南側の外観

し
た
西
園
寺
公
望
の
別
邸
跡
地
に
、

三
井
合
名
会
社
筆
頭
常
務
理
事
や
日

本
銀
行
総
裁
、
大
蔵
大
臣
を
歴
任
し

た
池
田
成
彬
の
別
邸
と
し
て
昭
和
７

年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
設
計
は
曾そ

禰ね

中ち
ゅ
う

條じ
ょ
う

建け
ん

築ち
く

事じ

務む

所し
ょ

、
施
工
は
竹
中

工
務
店
に
よ
る
も
の
で
、
生
活
空
間

の
全
て
が
洋
式
と
い
っ
た
昭
和
初
期

と
し
て
は
数
少
な
い
本
格
的
な
洋
館

建
築
で
す
。
洋
館
の
主
屋
だ
け
で
な

く
車
庫
や
ポ
ン
プ
室
、
門
を
含
め
、

ほ
ぼ
当
時
の
建
物
が
現
存
し
て
い
ま

す
。
英
国
風
の
様
式
を
意
識
し
た
意

匠
と
と
も
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
堅
牢
な
造
り
は
、
昭
和
初
期
の
建

築
技
術
を
伝
え
る
貴
重
な
建
物
と
し

て
評
価
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ １階広間の内装

（写真提供／国営昭和記念公園事務所）

西
園
寺
公
望
別
邸
跡
・
旧
池
田
成
彬
邸
を

大
磯
町
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定

秋
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
）
に
よ
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
が
無
い

方
に
は
、
町
役
場
本
庁
舎
及
び
保
健

セ
ン
タ
ー
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で

き
る
会
場
を
用
意
し
ま
す
。

▼
と
き
　
12
月
18
日
（
土
）

　
①
13
時
～
14
時
、
②
15
時
～
16
時

▼
定
員

　
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

　
各
回
50
人
（
先
着
順
）

　
会
場
参
加

　
各
回
40
人
（
先
着
順
）

▼�

申
込
み
　
参
加
希
望
の
方
は
、
12

月
10
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
際
に

は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
、
参
加
希
望
回
（
①
、

②
）
、
参
加
方
法
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課
　
☎
内
線
２
５
９

第
58
回 

大
磯
町
交
通
安
全
町
民
総
ぐ
る
み
大
会
を
開
催

津
波
災
害
警
戒
区
域
に
つ
い
て

住
民
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
し
ま
す

　
11
月
13
日（
土
）、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
た
め
に
「
第
58
回
大
磯
町
交
通

安
全
町
民
総
ぐ
る
み
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
の
は
以
下
の
方
々

で
す
（
敬
称
略
）。

〇�

大
磯
町
交
通
安
全
協
力
者
等
表
彰

受
賞
者

【
団
体
】

・
湘
栄
建
設
株
式
会
社

（
大
磯
二
宮
安
全
運
転
管
理
者
会
）

・
相
模
協
栄
株
式
会
社

（
大
磯
二
宮
安
全
運
転
管
理
者
会
）

【
個
人
】

・
岡
﨑
　
良
介

（
大
磯
二
宮
安
全
運
転
管
理
者
会
）

・
高
橋
　
洋
司

（
西
小
磯
東
町
内
会
）

〇
大
磯
町
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

【
最
優
秀
賞
】

・
４
年
　
花
輪
　
ち
ひ
ろ�（
大
磯
小
）

・
５
年
　
古
賀
　
琴
子�

（
大
磯
小
）

・
６
年
　
赤
松
　
翼
　
　（
国
府
小
）

こ
ん
に
ち
は

　助
産
師
で
す

い
そ
さ
ぽ
ル
ー
ム
で
の
様
子

　
い
そ
さ
ぽ
ル
ー
ム
は
、
１
歳
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
が
対
象
の

月
１
回
の
集
ま
り
で
す
。

　
こ
こ
に
集
ま
る
お
母
さ
ん
た
ち
は
、

数
回
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
初
め

て
だ
っ
た
り
と
色
々
で
す
。
ま
た
、

赤
ち
ゃ
ん
た
ち
も
、
よ
ち
よ
ち
歩
き

は
じ
め
の
子
や
ハ
イ
ハ
イ
し
て
い
る

子
も
い
れ
ば
、
泣
き
声
も
ま
だ
ま
だ

小
さ
い
生
後
２
か
月
の
子
も
い
ま
す
。

　
い
そ
さ
ぽ
ル
ー
ム
で
は
、
自
己
紹

介
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
母
さ

ん
向
け
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
た

後
は
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
困
っ
た
こ
と
が
な
い

か
、
心
配
事
が
な
い
か
な
ど
と
、
話

を
聞
い
て
回
り
ま
す
が
、
お
母
さ
ん

同
士
で
、
す
で
に
お
話
が
す
す
ん
で

い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
は
「
情
報
交
換
し

た
い
」、「
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り

で
友
達
が
で
き
た
ら
い
い
な
」
な
ど

の
理
由
で
、
こ
の
会
に
参
加
す
る
こ

と
も
あ
り
、
お
母
さ
ん
同
士
で
積
極

的
に
会
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
同
じ
育
児
期
に
い
る
仲
間
意

識
が
あ
る
の
で
す
ね
。

　
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
外
出

す
る
こ
と
で
、
い
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
な
る
よ
う
で
す
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
は
、「
そ
ろ
そ
ろ

離
乳
食
か
し
ら
？
」「
歯
が
生
え
て

き
た
！
」「
赤
ち
ゃ
ん
が
便
秘
で
…
。」

と
い
っ
た
相
談
だ
け
で
な
く
、「
心

配
だ
っ
た
ね
」、「
私
も
そ
う
だ
っ
た

わ
！
」
と
か
、「
こ
う
工
夫
し
て
み

た
ら
ど
う
か
し
ら
？
」
と
話
し
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
同
じ
育
児
期
の
仲
間
同
士
で
、
知

り
合
え
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
あ

え
た
り
、
情
報
交
換
を
で
き
る
こ
と

は
、
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
離
乳

食
、
歯
の
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
保
健

師
や
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
の

専
門
家
か
ら
指
導
を
受
け
つ
つ
、
育

児
期
の
お
母
さ
ん
同
士
で
の
情
報
交

換
の
や
り
と
り
へ
移
行
し
て
、
お
互

い
助
け
合
う
関
係
に
な
っ
て
い
け
る

力
が
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。

　
い
そ
さ
ぽ
ル
ー
ム
に
行
け
ば
、
誰

か
に
会
え
る
、
心
配
な
こ
と
を
話
し

て
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
れ
て
、

息
抜
き
が
で
き
る
場
だ
と
お
母
さ
ん

た
ち
に
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
感
染
対
策
を
強
化
し
て

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

に
午
前
・
午
後
の
２
回
に
分
け
て
再

開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
三
田

　
☎
内
線
３
０
９

▼�

令
和
３
年
度
大
磯
町
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
（
花
輪
　
ち
ひ
ろ
）

【
優
秀
賞
】

・
４
年
　
鈴
木
　
蒼
梨
　（
大
磯
小
）

　
　
　
　
鈴
木
　
遼
　
　（
国
府
小
）

・
５
年
　
吉
田
　
瑞
希
　（
大
磯
小
）

　
　
　
　
井
伊
　
洋
輝
　（
国
府
小
）

・
６
年
　
辻
丸
　
聖
里
愛（
国
府
小
）

　
　
　
　
原
田
　
詩
大

　
　
　
　（
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
小
）

〇
大
磯
町
交
通
安
全
標
語

【�

最
優
秀
賞
（
令
和
３
年
度
大
磯
町

中
学
生
交
通
安
全
標
語
）】

　
夜
の
道
　
光
っ
て
知
ら
せ
る

　
反
射
板
　
命
を
守
る
　
道
し
る
べ

・
荻
村
　
明
希
穂
（
大
磯
中
）

【
優
秀
賞
】

・
白
砂
　
侑
　
（
大
磯
中
）

・
近
藤
　
和
真
（
国
府
中
）

・
近
藤
　
颯
　
（
国
府
中
）

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７
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二
宮
カ
ツ
子
さ
ん
（
虫
窪
）
と
山

口
き
ぬ
さ
ん
（
国
府
本
郷
）
が
９
、

10
月
に
満
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
ま
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

　
国
土
交
通
省
、
県
、
町
が
連
携
し

て
整
備
を
進
め
て
い
る
明
治
記
念
大

磯
邸
園
の
構
成
建
造
物
「
西
園
寺
公

望
別
邸
跡
・
旧
池
田
成
彬
邸
」
が
令

和
３
年
10
月
22
日
に
町
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
指
定
文

化
財
の
名
称
及
び
数
量
は
、「
旧
池

田
成
彬
別
邸
（
西
園
寺
公
望
別
邸

跡
）
３
棟
１
基
　
主
屋
、
車
庫
、
ポ

ン
プ
室
、
門
」
で
す
。
町
指
定
文
化

財
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
鴫
立
庵
、
旧

島
崎
藤
村
住
宅
、
旧
滄
浪
閣
な
ど
合

計
32
件
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
指
定
に
よ
り
33
件
と
な
り
ま

し
た
。

　「
西
園
寺
公
望
別
邸
跡
・
旧
池
田

成
彬
邸
」
は
内
閣
総
理
大
臣
を
歴
任

百
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
小
綬
章
（
経
済
産
業
行
政
事
務
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
防
衛
功
労
）

　
11
月
３
日
付
け
で
、
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
２
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
功
績
に
敬
意
を
表

し
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▼
令
和
３
年
秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲
を
２
名
が
受
章

二宮　千久
元　特許庁審判部審判長

（虫窪）

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
１
３

河村　裕根
元　海上自衛隊指揮通信開発隊

システム第２科長
（大磯）

▲二宮カツ子さん▲山口きぬさん

南側の外観

し
た
西
園
寺
公
望
の
別
邸
跡
地
に
、

三
井
合
名
会
社
筆
頭
常
務
理
事
や
日

本
銀
行
総
裁
、
大
蔵
大
臣
を
歴
任
し

た
池
田
成
彬
の
別
邸
と
し
て
昭
和
７

年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
設
計
は
曾そ

禰ね

中ち
ゅ
う

條じ
ょ
う

建け
ん

築ち
く

事じ

務む

所し
ょ

、
施
工
は
竹
中

工
務
店
に
よ
る
も
の
で
、
生
活
空
間

の
全
て
が
洋
式
と
い
っ
た
昭
和
初
期

と
し
て
は
数
少
な
い
本
格
的
な
洋
館

建
築
で
す
。
洋
館
の
主
屋
だ
け
で
な

く
車
庫
や
ポ
ン
プ
室
、
門
を
含
め
、

ほ
ぼ
当
時
の
建
物
が
現
存
し
て
い
ま

す
。
英
国
風
の
様
式
を
意
識
し
た
意

匠
と
と
も
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
堅
牢
な
造
り
は
、
昭
和
初
期
の
建

築
技
術
を
伝
え
る
貴
重
な
建
物
と
し

て
評
価
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ １階広間の内装

（写真提供／国営昭和記念公園事務所）
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す
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ば
、
泣
き
声
も
ま
だ
ま
だ

小
さ
い
生
後
２
か
月
の
子
も
い
ま
す
。

　
い
そ
さ
ぽ
ル
ー
ム
で
は
、
自
己
紹

介
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
母
さ

ん
向
け
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
た

後
は
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
困
っ
た
こ
と
が
な
い

か
、
心
配
事
が
な
い
か
な
ど
と
、
話

を
聞
い
て
回
り
ま
す
が
、
お
母
さ
ん

同
士
で
、
す
で
に
お
話
が
す
す
ん
で

い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
は
「
情
報
交
換
し

た
い
」、「
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り

で
友
達
が
で
き
た
ら
い
い
な
」
な
ど

の
理
由
で
、
こ
の
会
に
参
加
す
る
こ

と
も
あ
り
、
お
母
さ
ん
同
士
で
積
極

的
に
会
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
同
じ
育
児
期
に
い
る
仲
間
意

識
が
あ
る
の
で
す
ね
。

　
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
外
出

す
る
こ
と
で
、
い
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
な
る
よ
う
で
す
。

　
お
母
さ
ん
た
ち
は
、「
そ
ろ
そ
ろ

離
乳
食
か
し
ら
？
」「
歯
が
生
え
て

き
た
！
」「
赤
ち
ゃ
ん
が
便
秘
で
…
。」

と
い
っ
た
相
談
だ
け
で
な
く
、「
心

配
だ
っ
た
ね
」、「
私
も
そ
う
だ
っ
た

わ
！
」
と
か
、「
こ
う
工
夫
し
て
み

た
ら
ど
う
か
し
ら
？
」
と
話
し
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
同
じ
育
児
期
の
仲
間
同
士
で
、
知

り
合
え
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
あ

え
た
り
、
情
報
交
換
を
で
き
る
こ
と

は
、
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
離
乳

食
、
歯
の
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
保
健

師
や
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
の

専
門
家
か
ら
指
導
を
受
け
つ
つ
、
育

児
期
の
お
母
さ
ん
同
士
で
の
情
報
交

換
の
や
り
と
り
へ
移
行
し
て
、
お
互

い
助
け
合
う
関
係
に
な
っ
て
い
け
る

力
が
お
母
さ
ん
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。

　
い
そ
さ
ぽ
ル
ー
ム
に
行
け
ば
、
誰

か
に
会
え
る
、
心
配
な
こ
と
を
話
し

て
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
れ
て
、

息
抜
き
が
で
き
る
場
だ
と
お
母
さ
ん

た
ち
に
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
感
染
対
策
を
強
化
し
て

安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う

に
午
前
・
午
後
の
２
回
に
分
け
て
再

開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
三
田

　
☎
内
線
３
０
９

▼�

令
和
３
年
度
大
磯
町
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
（
花
輪
　
ち
ひ
ろ
）

【
優
秀
賞
】

・
４
年
　
鈴
木
　
蒼
梨
　（
大
磯
小
）

　
　
　
　
鈴
木
　
遼
　
　（
国
府
小
）

・
５
年
　
吉
田
　
瑞
希
　（
大
磯
小
）

　
　
　
　
井
伊
　
洋
輝
　（
国
府
小
）

・
６
年
　
辻
丸
　
聖
里
愛（
国
府
小
）

　
　
　
　
原
田
　
詩
大

　
　
　
　（
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
小
）

〇
大
磯
町
交
通
安
全
標
語

【�

最
優
秀
賞
（
令
和
３
年
度
大
磯
町

中
学
生
交
通
安
全
標
語
）】

　
夜
の
道
　
光
っ
て
知
ら
せ
る

　
反
射
板
　
命
を
守
る
　
道
し
る
べ

・
荻
村
　
明
希
穂
（
大
磯
中
）

【
優
秀
賞
】

・
白
砂
　
侑
　
（
大
磯
中
）

・
近
藤
　
和
真
（
国
府
中
）

・
近
藤
　
颯
　
（
国
府
中
）

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７
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令和４年４月１日から、町教育施設等で勤務いただける方を募集します。
詳しくは町ホームページか募集案内をご確認ください。

職種 人数 職務内容 受験資格 勤務予定地 問合せ先

教育支援員 ２人程度 教育支援業務等 なし 大磯小学校
国府小学校
大磯中学校
国府中学校

学校教育課
☎内線328

指導協力員 ２人程度 児童生徒指導支援及び
学習支援業務等

小学校教諭免許
中学校教諭免許

給食調理員 ２人程度 給食調理業務等 なし 大磯小学校

学芸員 １人 文化財保護行政事務、
生涯学習係事業事務補助等

学芸員資格
普通自動車運転免許

生涯学習課
（生涯学習係）

生涯学習課
☎（61）0255

学芸員 １人 学芸業務（民俗分野の資料整
理、調査研究）、事務補助等 学芸員資格

郷土資料館
郷土資料館
☎（61）4700

学芸補助員 １人 学芸業務の補助、事務補助等 資料調査等の経験を
有すること

幼稚園教諭・
保育士 ２人 幼稚園教諭業務・保育士業務

（主に預かり保育業務を担当）
幼稚園教諭免許
または保育士証 大磯幼稚園 子育て支援課

☎内線342
教育支援員 １人 教育支援業務等 なし たかとり幼稚園

問募集については、学校教育課　☎内線322
　詳細は各所管課にお問合せください。

教育施設で働くパートタイム会計年度任用職員を募集（令和４年４月１日採用）

新型コロナウイルス関連情報
●数字で見る大磯町の新型コロナウイルス関連情報（11月９日時点）

　新型コロナワクチンの接種が
進むとともに、皆さんの継続的
な感染防止対策によって町の感
染者数は減少傾向にあります。

●年末年始は、人の移動や会食の機会が増えますので、引き続き基本的な感染防止対策（MASK）を徹底しましょう。

●新型コロナワクチンの３回目接種について
　ワクチン接種後は、時間の経過とともにウイルスに対する抗体数が減少する傾向にあること、３回目接種により
抗体数が劇的に増えることが報告されています。３回目接種は、２回目の接種終了後から一定期間経過した後にな
るため、接種の開始時期は、３月頃を見込んでいます。接種対象者に対し、年明けに順次接種券を送付する予定です。

適切なマスク着用

M
アルコール等で消毒

A
アクリル板等での遮蔽

S
距離・換気

K

町民の
新型コロナワクチンの接種率

83.8%
※65歳以上は88.8%

10月・11月の
新型コロナウイルス感染状況

４人
※令和３年度の累計感染者数は190人

9 広報おおいそ　令和　年　月

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
工
事
に
伴
い
次
の
期

間
、
固
定
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
一
度
お

切
り
に
な
り
再
度
１
１
９
番
し
て
い

た
だ
く
か
、
携
帯
電
話
か
ら
か
け
直

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　
12
月
10
日
（
金
）

　
０
時
か
ら
５
時
ま
で
の
３
分
程
度

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

　
例
年
、
大
磯
運
動
公
園
に
お
い
て

開
催
し
て
い
た
消
防
出
初
式
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
規
模
を
縮
小
し
、

参
加
者
を
限
定
し
た
形
で
実
施
し
ま

す
。
な
お
、
一
般
の
方
の
見
学
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　

　
令
和
４
年
１
月
９
日
（
日
）

　
10
時
～

▼
と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
研
修
室

問
消
防
総
務
課
　
☎（
61
）０
９
１
１

　
年
末
年
始
は
、
全
国
的
に
救
急
件

数
が
増
加
し
ま
す
。
主
な
理
由
と
し

て
「
餅
等
に
よ
る
窒
息
」、「
飲
酒
に

よ
る
事
故
」、「
急
激
な
温
度
差
に
よ

る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」、「
雪
や
路
面

凍
結
に
よ
る
転
倒
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
冬
季
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
す
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
伴
う
、
手
洗
い
・
う
が
い
や
、
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
の
新
し
い
生

活
様
式
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
し
て
も
有
効
で
す
。
感
染
予
防
対

策
を
引
き
続
き
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
年
末
年
始
の
当
番
医
は
、
広
報
お

お
い
そ
・
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
夜
間
な
ど
で
受
診
す

る
病
院
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
消

防
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
美
郷
町
と
の

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
こ
う

し
た
課
題
を
解
決
す
る
契
機
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
お
互
い
の
強
み
を
活
か
し
た
連
携

　
美
郷
町
は
現
在
、
鳥
獣
害
対
策
の

分
野
で
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
企
業
、

研
究
機
関
、
自
治
体
等
と
連
携
体
制

を
組
み
、
先
進
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集

積
す
る
「
美
郷
バ
レ
ー
」（
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
の
鳥
獣
害
対
策
版
）
と
い

う
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町

は
、
協
定
に
基
づ
い
て
こ
う
し
た
ネ�

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
一
方
、
美
郷
町
は
、
都
心
に
近
い

大
磯
町
と
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
、

特
産
品
の
都
市
圏
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
や

販
路
拡
大
の
強
化
、
関
係
・
交
流
人

口
の
拡
大
な
ど
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

都
市
圏
の
海
＝
ビ
ー
チ
の
町
と
、
地

方
の
山
谷
＝
バ
レ
ー
の
町
が
、
お
互

い
の
強
み
を
交
換
し
あ
う
本
協
定
を

『
ビ
ー
チ
＆
バ
レ
ー
協
定
』
と
名
付

け
ま
し
た
。
町
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご

協
力
い
た
だ
き
、
本
協
定
に
基
づ
く

地
域
活
性
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
産
業
観
光
課
　
内
線
２
６
２

　
11
月
10
日
（
水
）
に
、
島
根
県
美

郷
町
と
『
地
域
活
性
化
に
向
け
た
包

括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
』
を
締
結

し
ま
し
た
。

▼
美
郷
町
と
の
つ
な
が
り

　
美
郷
町
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
優
良

活
動
表
彰
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
住
民
主
体
の

鳥
獣
害
対
策
や
ジ
ビ
エ
活
用
の
先
進

地
と
し
て
知
ら
れ
、
毎
年
、
全
国
か

ら
多
数
の
視
察
者
が
来
訪
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
害
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
本
町
で
は
、
美
郷
町
か
ら

専
門
家
を
招
き
、
対
策
手
法
を
学
ぶ

講
習
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
美
郷
町

の
取
組
み
に
学
び
な
が
ら
、
対
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本

町
で
も
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
実

践
し
、
被
害
防
除
に
成
功
し
て
い
る

方
や
、
鳥
獣
害
が
原
因
で
耕
作
を
や

め
て
い
た
畑
を
復
活
さ
せ
た
方
も
い

ま
す
。

▼
さ
ら
な
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て

　
本
町
で
も
美
郷
町
か
ら
学
ん
だ
対

策
が
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

効
果
的
な
対
策
が
、
よ
り
多
く
の
人

に
広
が
り
、
地
域
全
体
で
無
理
な
く

継
続
的
に
実
践
さ
れ
る
状
況
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
町
は
毎
年
１
５
０
頭

ほ
ど
の
イ
ノ
シ
シ
を
駆
除
し
て
い
ま

す
が
、
５
０
０
万
円
近
く
も
の
費
用

　期間中は、消防車で警鐘を鳴ら
して火災予防を呼びかけます。

☆火気使用時はその場を離れない。
☆�出かける前や就寝前には火の元
を点検する。

☆�寝タバコ、吸殻の投げ捨てはし
ない。

☆�マッチやライターを子供が手の
届く場所に置かない。

☆�石油ストーブ使用時は、燃えや
すい物を近づけない。また、給
油は火を消してから行う。

問消防総務課　☎（61）0911

歳末火災特別警戒を実施します!
12月25日（土）～ 31日（金）

電
話
回
線
工
事
に
伴
う
固
定
電
話

か
ら
の
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

消
防
出
初
式
の
簡
素
化
に
つ
い
て

島
根
県
美
郷
町
と
地
域
活
性
化
に

向
け
た
包
括
的
連
携
に
関
す
る 

協
定
を
締
結
し
ま
し
た

年
末
年
始
は

　
　
　
救
急
が
増
加
し
ま
す
！

119



8広報おおいそ　令和　年　月

令和４年４月１日から、町教育施設等で勤務いただける方を募集します。
詳しくは町ホームページか募集案内をご確認ください。

職種 人数 職務内容 受験資格 勤務予定地 問合せ先

教育支援員 ２人程度 教育支援業務等 なし 大磯小学校
国府小学校
大磯中学校
国府中学校

学校教育課
☎内線328

指導協力員 ２人程度 児童生徒指導支援及び
学習支援業務等

小学校教諭免許
中学校教諭免許

給食調理員 ２人程度 給食調理業務等 なし 大磯小学校

学芸員 １人 文化財保護行政事務、
生涯学習係事業事務補助等

学芸員資格
普通自動車運転免許

生涯学習課
（生涯学習係）

生涯学習課
☎（61）0255

学芸員 １人 学芸業務（民俗分野の資料整
理、調査研究）、事務補助等 学芸員資格

郷土資料館
郷土資料館
☎（61）4700

学芸補助員 １人 学芸業務の補助、事務補助等 資料調査等の経験を
有すること

幼稚園教諭・
保育士 ２人 幼稚園教諭業務・保育士業務

（主に預かり保育業務を担当）
幼稚園教諭免許
または保育士証 大磯幼稚園 子育て支援課

☎内線342
教育支援員 １人 教育支援業務等 なし たかとり幼稚園

問募集については、学校教育課　☎内線322
　詳細は各所管課にお問合せください。

教育施設で働くパートタイム会計年度任用職員を募集（令和４年４月１日採用）

新型コロナウイルス関連情報
●数字で見る大磯町の新型コロナウイルス関連情報（11月９日時点）

　新型コロナワクチンの接種が
進むとともに、皆さんの継続的
な感染防止対策によって町の感
染者数は減少傾向にあります。

●年末年始は、人の移動や会食の機会が増えますので、引き続き基本的な感染防止対策（MASK）を徹底しましょう。

●新型コロナワクチンの３回目接種について
　ワクチン接種後は、時間の経過とともにウイルスに対する抗体数が減少する傾向にあること、３回目接種により
抗体数が劇的に増えることが報告されています。３回目接種は、２回目の接種終了後から一定期間経過した後にな
るため、接種の開始時期は、３月頃を見込んでいます。接種対象者に対し、年明けに順次接種券を送付する予定です。

適切なマスク着用

M
アルコール等で消毒

A
アクリル板等での遮蔽

S
距離・換気

K

町民の
新型コロナワクチンの接種率

83.8%
※65歳以上は88.8%

10月・11月の
新型コロナウイルス感染状況

４人
※令和３年度の累計感染者数は190人
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
回
線
工
事
に
伴
い
次
の
期

間
、
固
定
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
一
度
お

切
り
に
な
り
再
度
１
１
９
番
し
て
い

た
だ
く
か
、
携
帯
電
話
か
ら
か
け
直

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　
12
月
10
日
（
金
）

　
０
時
か
ら
５
時
ま
で
の
３
分
程
度

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

　
例
年
、
大
磯
運
動
公
園
に
お
い
て

開
催
し
て
い
た
消
防
出
初
式
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
規
模
を
縮
小
し
、

参
加
者
を
限
定
し
た
形
で
実
施
し
ま

す
。
な
お
、
一
般
の
方
の
見
学
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　

　
令
和
４
年
１
月
９
日
（
日
）

　
10
時
～

▼
と
こ
ろ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
２
階
研
修
室

問
消
防
総
務
課
　
☎（
61
）０
９
１
１

　
年
末
年
始
は
、
全
国
的
に
救
急
件

数
が
増
加
し
ま
す
。
主
な
理
由
と
し

て
「
餅
等
に
よ
る
窒
息
」、「
飲
酒
に

よ
る
事
故
」、「
急
激
な
温
度
差
に
よ

る
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」、「
雪
や
路
面

凍
結
に
よ
る
転
倒
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
冬
季
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
す
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
伴
う
、
手
洗
い
・
う
が
い
や
、
マ

ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
の
新
し
い
生

活
様
式
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
し
て
も
有
効
で
す
。
感
染
予
防
対

策
を
引
き
続
き
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
年
末
年
始
の
当
番
医
は
、
広
報
お

お
い
そ
・
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
夜
間
な
ど
で
受
診
す

る
病
院
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
消

防
署
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
美
郷
町
と
の

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
こ
う

し
た
課
題
を
解
決
す
る
契
機
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
お
互
い
の
強
み
を
活
か
し
た
連
携

　
美
郷
町
は
現
在
、
鳥
獣
害
対
策
の

分
野
で
全
国
を
リ
ー
ド
す
る
企
業
、

研
究
機
関
、
自
治
体
等
と
連
携
体
制

を
組
み
、
先
進
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集

積
す
る
「
美
郷
バ
レ
ー
」（
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
の
鳥
獣
害
対
策
版
）
と
い

う
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
本
町

は
、
協
定
に
基
づ
い
て
こ
う
し
た
ネ�

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
一
方
、
美
郷
町
は
、
都
心
に
近
い

大
磯
町
と
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
、

特
産
品
の
都
市
圏
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
や

販
路
拡
大
の
強
化
、
関
係
・
交
流
人

口
の
拡
大
な
ど
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

都
市
圏
の
海
＝
ビ
ー
チ
の
町
と
、
地

方
の
山
谷
＝
バ
レ
ー
の
町
が
、
お
互

い
の
強
み
を
交
換
し
あ
う
本
協
定
を

『
ビ
ー
チ
＆
バ
レ
ー
協
定
』
と
名
付

け
ま
し
た
。
町
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご

協
力
い
た
だ
き
、
本
協
定
に
基
づ
く

地
域
活
性
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
産
業
観
光
課
　
内
線
２
６
２

　
11
月
10
日
（
水
）
に
、
島
根
県
美

郷
町
と
『
地
域
活
性
化
に
向
け
た
包

括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
』
を
締
結

し
ま
し
た
。

▼
美
郷
町
と
の
つ
な
が
り

　
美
郷
町
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
優
良

活
動
表
彰
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
住
民
主
体
の

鳥
獣
害
対
策
や
ジ
ビ
エ
活
用
の
先
進

地
と
し
て
知
ら
れ
、
毎
年
、
全
国
か

ら
多
数
の
視
察
者
が
来
訪
し
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
害
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
本
町
で
は
、
美
郷
町
か
ら

専
門
家
を
招
き
、
対
策
手
法
を
学
ぶ

講
習
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
美
郷
町

の
取
組
み
に
学
び
な
が
ら
、
対
策
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本

町
で
も
講
習
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
実

践
し
、
被
害
防
除
に
成
功
し
て
い
る

方
や
、
鳥
獣
害
が
原
因
で
耕
作
を
や

め
て
い
た
畑
を
復
活
さ
せ
た
方
も
い

ま
す
。

▼
さ
ら
な
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て

　
本
町
で
も
美
郷
町
か
ら
学
ん
だ
対

策
が
一
定
の
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

効
果
的
な
対
策
が
、
よ
り
多
く
の
人

に
広
が
り
、
地
域
全
体
で
無
理
な
く

継
続
的
に
実
践
さ
れ
る
状
況
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
町
は
毎
年
１
５
０
頭

ほ
ど
の
イ
ノ
シ
シ
を
駆
除
し
て
い
ま

す
が
、
５
０
０
万
円
近
く
も
の
費
用

　期間中は、消防車で警鐘を鳴ら
して火災予防を呼びかけます。

☆火気使用時はその場を離れない。
☆�出かける前や就寝前には火の元
を点検する。
☆�寝タバコ、吸殻の投げ捨てはし
ない。
☆�マッチやライターを子供が手の
届く場所に置かない。
☆�石油ストーブ使用時は、燃えや
すい物を近づけない。また、給
油は火を消してから行う。

問消防総務課　☎（61）0911

歳末火災特別警戒を実施します!
12月25日（土）～ 31日（金）

電
話
回
線
工
事
に
伴
う
固
定
電
話

か
ら
の
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

消
防
出
初
式
の
簡
素
化
に
つ
い
て

島
根
県
美
郷
町
と
地
域
活
性
化
に

向
け
た
包
括
的
連
携
に
関
す
る 

協
定
を
締
結
し
ま
し
た

年
末
年
始
は

　
　
　
救
急
が
増
加
し
ま
す
！

119
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例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合

　
県
条
例
で
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ

る
屋
外
燃
焼
行
為
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・�「
焼
き
畑
、
下
枝
の
焼
却
」
な
ど

農
林
業
者
が
自
己
の
農
林
業
の
作

業
に
伴
い
行
う
燃
焼
行
為
（
合
成

樹
脂
、
ゴ
ム
、
油
脂
類
ま
た
は
布

を
含
ま
な
い
も
の
）

・�「
落
ち
葉
た
き
」
な
ど
た
き
火
そ

の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常

行
な
わ
れ
る
燃
焼
行
為
で
あ
っ
て

軽
微
な
も
の

・�「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」「
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
」
そ
の
他
屋
外
レ
ジ
ャ�

ー
に
お
い
て
通
常
行
な
わ
れ
る
燃

焼
行
為
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

・�「
ど
ん
ど
焼
き
」「
正
月
の
し
め
縄

な
ど
を
焼
く
行
事
」
な
ど
地
域
的

慣
習
に
よ
る
催
し
、
ま
た
は
宗
教

上
の
儀
式
行
事
に
伴
う
燃
焼
行
為

・�

消
火
訓
練
に
伴
う
燃
焼
行
為

・�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害

そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対

策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
行
う
燃

焼
行
為

　例
外
の
燃
焼
行
為
で
あ
っ
て
も
周

辺
に
煙
や
臭
気
な
ど
に
よ
る
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
　
☎（
72
）４
４
３
８

法
令
に
よ
り
原
則
禁
止

　
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご

み
を
、
庭
や
畑
な
ど
で
焼
却
す
る
行

為
い
わ
ゆ
る
野
焼
き
は
、「
神
奈
川

県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、「
県
条
例
」）
で
、
焼

却
施
設
を
使
用
し
な
い
屋
外
で
行
う

燃
焼
行
為
と
し
て
原
則
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
周
囲
の
人
に
煙
や
悪

臭
で
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質

の
発
生
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
違
反
す
る
と
、
２
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
で
も
、
原
則
、
屋

外
燃
焼
行
為
は
禁
止
し
て
お
り
、
こ

れ
に
違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

不
妊
去
勢
手
術
の
助
成
制
度

　
町
で
は
、
野
良
猫
が
引
き
起
こ
す

フ
ン
尿
等
に
よ
る
生
活
被
害
を
防
止

し
、
野
良
猫
の
増
加
を
抑
え
、
人
と

猫
が
共
生
で
き
る
町
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
の
お

問
合
せ
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
　
☎（
72
）４
４
３
８

猫
に
つ
い
て
の
相
談
や
苦
情

　
町
で
は
、
猫
に
つ
い
て
の
ご
相
談

や
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
の
多
く
は
、
猫
の
フ
ン
や

尿
及
び
鳴
き
声
に
関
す
る
も
の
で
、

こ
れ
ら
は
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
野
良
猫
の
多
く
は
屋
外
で

暮
ら
し
て
い
る
た
め
、
交
通
事
故
や

感
染
症
、
猫
同
士
の
喧
嘩
な
ど
に
よ�

っ
て
負
傷
し
、
人
に
看
病
さ
れ
な
い

ま
ま
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
て
い
な
い

野
良
猫
が
子
ど
も
を
産
み
、
野
良
猫

が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
に
限
ら
ず
、
こ
う
し
た
問
題

も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
町
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
負
担

軽
減
及
び
利
便
性
向
上
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
押
印
や
署
名
を
求
め
て
い
た

申
請
書
等
に
つ
い
て
見
直
し
を
進
め

て
お
り
、
12
月
か
ら
申
請
書
等
の
手

続
き
に
お
い
て
押
印
や
署
名
が
不
要

と
な
り
ま
す
。
見
直
し
の
対
象
と
な

る
申
請
書
等
の
一
覧
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
今
後
も

随
時
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　
手
続
き
に
よ
っ
て
は
、
本
人
確
認

書
類
な
ど
の
提
示
を
求
め
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
手
続
き

さ
れ
る
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
５

　年末になると、大掃除などで出たごみを
美化センターに持ち込まれる方が非常に多
くなります。
　特に、最終週（今年度は12月20日（月）
～28日（火））は、大変混み合います。
　また、25日（土）は、特別対応として、
午後（13時～16時）も持込みが可能です。
　大掃除は計画的に行い、年内最終週の持
込みを避け、早めの持込みや、年内の通常
の収集等を利用するようご協力ください。
　なお、年始の持込みは１月４日（火）か
らになります。

問美化センター　☎（72）4438

北本町、北下町、南本町、南下町、
茶屋町、裡道、台町の皆さんへ
　１月４日（火）に予定する不燃ごみ等
の回収容器は、１月３日（月）の箱根駅
伝大会終了後に設置します。

 美化センターへのごみ持込みは 
 28日（火）が年内最終日！

平均件数
30件

150件

年末最終週は
１時間以上
待つこともあります

野
良
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に
つ
い
て

野
焼
き

2

2

2（
屋
外
燃
焼
行
為
）は
禁
止

2

2

さ
れ
て
い
ま
す
！

12
月
か
ら

　申
請
書
な
ど
へ
の

　
　
　
　押
印
を
見
直
し
ま
す
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▼
配
布
場
所
　
図
書
館
本
館
、
分
館
窓
口

▼�

利
用
方
法
　
図
書
館
や
学
校
で
借
り
た

本
、
自
分
で
買
っ
た
本
な
ど
を
読
み
終

わ
っ
た
ら
通
帳
に
記
入
し
て
、
50
冊
貯

ま
っ
た
ら
通
帳
を
窓
口
に
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
認
定
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し

ま
す
。

大
き
な
文
字
で
読
み
や
す
く
！

「
大
活
字
本
」

　
図
書
館
で
は
通
常
の
本
が
読
み
に
く
い

方
に
も
、
図
書
館
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
様
々
な
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。 

「
大
活
字
本
」
は
、
文
字
を
大
き
く
し
、
行 

間
を
広
く
と
る
な
ど
、
読
者
が
読
み
や
す

い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
本
で
す
。
小
説
や

エ
ッ
セ
イ
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
ジ
ャ
ン

ル
で
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
活
字
が
読
み
づ
ら
く
な
っ
て
、
読

書
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
方
は
、「
大
活

字
本
」
を
手
に
と
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
新
撰
組
に

屯
所
の
改
築

を
す
す
め
、

会
津
藩
で
負

傷
者
の
治
療

を
指
南
し
、

榎
本
武
揚
に

蝦
夷
行
き
を
誘
わ
れ
る
―
―
。
日
本
近
代

医
学
の
開
祖
で
あ
る
と
と
と
も
に
、
大
磯

の
発
展
に
深
い
関
わ
り
の
あ
る
松
本
良
順
。

そ
の
生
涯
を
え
が
く
歴
史
小
説
。

冬
休
み
は
ど
っ
ぷ
り
読
書
！

す
い
せ
ん
図
書
リ
ス
ト
を
ど
う
ぞ

　
冬
休
み
に
向
け
て
、
心
温
ま
る
す
い
せ

ん
図
書
リ
ス
ト
を
学
年
別
に
用
意
し
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
３・
４
年
生
向
き
の

１
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
秋
は
わ
た
し
の
い
ち
ば
ん
好
き
な
季

節
で
す
」
青
い
空
に
白
い
雲
、
そ
し
て
お

い
し
い
果
物
が
い
っ
ぱ
い
の
す
て
き
な
季

節
で
す
。
で
も
、
秋
を
と
て
も
き
ら
い
に

な
っ
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

昭
和
十
九
年
の
で
き
ご
と
で
し
た
。

　
か
こ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
三
年
、
手
描

き
紙
芝
居
を
も
と
に
絵
本
と
し
て
世
に
出

し
た
い
と
い
う
願
い
が
よ
う
や
く
か
な
っ

た
１
冊
で
す
。

「
読
書
通
帳
」
をご利

用
く
だ
さ
い

　
読
書
通
帳
は
自
分
が
読
ん
だ
本
の
名
前

や
感
想
な
ど
を
書
き
込
み
、
貯
め
て
い
く

も
の
で
す
。
こ
の
通
帳
に
た
く
さ
ん
の
知

識
や
感
動
を
貯
め
て
、
自
分
の
宝
物
に
し

て
く
だ
さ
い
。

▼�

対
象
　
幼
児
～
大
人
ま
で
（
大
磯
町
立

図
書
館
の
利
用
券
を
持
っ
て
い
る
人
）

と
、
大
磯
で
配
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
食
糧
の
確
保
が
大
変
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
、
敷
地
内
の
芝
生
を
畑
に

変
え
、
野
菜
作
り
に
励
む
人
も
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
磯
が
吉
田
茂
の
和
平
工
作
を

め
ぐ
っ
て
、
ス
パ
イ
活
動
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　
当
時
、
大
磯
町
内
に
は
吉
田
茂
以
外
に
、

池
田
成
彬
や
原
田
熊
雄
、
樺
山
愛
輔
な
ど

が
邸
宅
を
構
え
、
彼
ら
は
吉
田
と
共
に
終

戦
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
動
き
を
察
知
し
た
陸
軍
は
、

憲
兵
隊
と
陸
軍
省
の
二
つ
の
ル
ー
ト
か
ら
、

吉
田
邸
に
ス
パ
イ
を
派
遣
し
、
監
視
を
続

け
て
い
ま
し
た
。

　
陸
軍
省
の
ス
パ
イ
と
し
て
大
磯
の
吉
田

邸
に
派
遣
さ
れ
た
人
物
の
手
記
に
よ
る
と
、

陸
軍
は
町
内
に
家
を
借
り
て
ス
パ
イ
活
動

の
拠
点
を
つ
く
り
、
大
磯
高
校
の
近
く
に

あ
る
明
治
天
皇
観
漁
記
念
碑
の
脇
に
暗
号

文
を
埋
め
て
、
吉
田
邸
に
潜
入
し
て
い
た

ス
パ
イ
と
や
り
取
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
４
月
15
日
、

大
磯
の
吉
田
邸
に
陸
軍
の
憲
兵
隊
が
押
し

入
り
、
吉
田
は
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
同
時

に
、
町
内
に
滞
在
し
て
い
た
原
田
熊
雄
、

樺
山
愛
輔
ら
の
家
に
も
憲
兵
隊
の
捜
索
が

入
り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
逮
捕
さ
れ

た
の
は
吉
田
だ
け
で
し
た
。

　
そ
の
吉
田
も
不
起
訴
と
な
り
、
５
月
31

日
に
は
釈
放
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の

逮
捕
に
よ
っ
て
、
吉
田
は
戦
後
に
内
閣
総

理
大
臣
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

先
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
言
え
ま
す
。

企
画
展
図
録
を
刊
行
し
ま
し
た

　
開
催
を
予
定
し
て
い
た
秋
季
企
画
展

「
資
料
と
証
言
に
見
る
大
磯
と
戦
争
」
の

展
示
図
録
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
一
冊
３
６
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料
館
の
窓
口
に
て
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。
な
お
、
郷
土
資
料
館
で
刊
行
し

た
刊
行
物
は
、
郵
送
で
の
販
売
も
対
応
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
郷
土
資
料

館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

戦
争
中
の
大
磯
と
別
荘
、
吉
田
茂
　
　

　
別
荘
地
と
し
て
知
ら
れ
た
大
磯
。
戦
争

は
、
そ
の
別
荘
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。

　
当
時
の
別
荘
所
有
者
は
、
大
磯
を
疎
開

地
と
し
て
、
家
族
や
知
人
の
家
族
も
含
め

て
別
荘
に
疎
開
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
住
所
を
大
磯
に
移
し
て
い
な
い

秋

かこさとし／文・絵
講談社

暁の旅人《上》《下》
（大活字本シリーズ）

吉村　昭／著
埼玉福祉会

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　12／2・6・13・20・27・29〜１／４
郷土資料館　問・ 　☎（61）４700
　　　　　　休館日　12／1・6・13・20・27・29〜１／４

いそちゃん

♯
い
そ
ち
ゃ
ん

お
す
す
め
の
一
冊

▶︎
図
録
表
紙
写
真
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例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合

　
県
条
例
で
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ

る
屋
外
燃
焼
行
為
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・�「
焼
き
畑
、
下
枝
の
焼
却
」
な
ど

農
林
業
者
が
自
己
の
農
林
業
の
作

業
に
伴
い
行
う
燃
焼
行
為
（
合
成

樹
脂
、
ゴ
ム
、
油
脂
類
ま
た
は
布

を
含
ま
な
い
も
の
）

・�「
落
ち
葉
た
き
」
な
ど
た
き
火
そ

の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常

行
な
わ
れ
る
燃
焼
行
為
で
あ
っ
て

軽
微
な
も
の

・�「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」「
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
」
そ
の
他
屋
外
レ
ジ
ャ�

ー
に
お
い
て
通
常
行
な
わ
れ
る
燃

焼
行
為
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

・�「
ど
ん
ど
焼
き
」「
正
月
の
し
め
縄

な
ど
を
焼
く
行
事
」
な
ど
地
域
的

慣
習
に
よ
る
催
し
、
ま
た
は
宗
教

上
の
儀
式
行
事
に
伴
う
燃
焼
行
為

・�

消
火
訓
練
に
伴
う
燃
焼
行
為

・�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害

そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対

策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
行
う
燃

焼
行
為

　例
外
の
燃
焼
行
為
で
あ
っ
て
も
周

辺
に
煙
や
臭
気
な
ど
に
よ
る
迷
惑
を

掛
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
　
☎（
72
）４
４
３
８

法
令
に
よ
り
原
則
禁
止

　
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご

み
を
、
庭
や
畑
な
ど
で
焼
却
す
る
行

為
い
わ
ゆ
る
野
焼
き
は
、「
神
奈
川

県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
」（
以
下
、「
県
条
例
」）
で
、
焼

却
施
設
を
使
用
し
な
い
屋
外
で
行
う

燃
焼
行
為
と
し
て
原
則
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
野
焼
き
は
、
周
囲
の
人
に
煙
や
悪

臭
で
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質

の
発
生
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
違
反
す
る
と
、
２
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
で
も
、
原
則
、
屋

外
燃
焼
行
為
は
禁
止
し
て
お
り
、
こ

れ
に
違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

不
妊
去
勢
手
術
の
助
成
制
度

　
町
で
は
、
野
良
猫
が
引
き
起
こ
す

フ
ン
尿
等
に
よ
る
生
活
被
害
を
防
止

し
、
野
良
猫
の
増
加
を
抑
え
、
人
と

猫
が
共
生
で
き
る
町
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
の
お

問
合
せ
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
　
☎（
72
）４
４
３
８

猫
に
つ
い
て
の
相
談
や
苦
情

　
町
で
は
、
猫
に
つ
い
て
の
ご
相
談

や
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
の
多
く
は
、
猫
の
フ
ン
や

尿
及
び
鳴
き
声
に
関
す
る
も
の
で
、

こ
れ
ら
は
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
野
良
猫
の
多
く
は
屋
外
で

暮
ら
し
て
い
る
た
め
、
交
通
事
故
や

感
染
症
、
猫
同
士
の
喧
嘩
な
ど
に
よ�

っ
て
負
傷
し
、
人
に
看
病
さ
れ
な
い

ま
ま
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け
て
い
な
い

野
良
猫
が
子
ど
も
を
産
み
、
野
良
猫

が
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
、
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
に
限
ら
ず
、
こ
う
し
た
問
題

も
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
町
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
負
担

軽
減
及
び
利
便
性
向
上
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
押
印
や
署
名
を
求
め
て
い
た

申
請
書
等
に
つ
い
て
見
直
し
を
進
め

て
お
り
、
12
月
か
ら
申
請
書
等
の
手

続
き
に
お
い
て
押
印
や
署
名
が
不
要

と
な
り
ま
す
。
見
直
し
の
対
象
と
な

る
申
請
書
等
の
一
覧
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
今
後
も

随
時
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　
手
続
き
に
よ
っ
て
は
、
本
人
確
認

書
類
な
ど
の
提
示
を
求
め
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
手
続
き

さ
れ
る
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
５

　年末になると、大掃除などで出たごみを
美化センターに持ち込まれる方が非常に多
くなります。
　特に、最終週（今年度は12月20日（月）
～28日（火））は、大変混み合います。
　また、25日（土）は、特別対応として、
午後（13時～16時）も持込みが可能です。
　大掃除は計画的に行い、年内最終週の持
込みを避け、早めの持込みや、年内の通常
の収集等を利用するようご協力ください。
　なお、年始の持込みは１月４日（火）か
らになります。

問美化センター　☎（72）4438

北本町、北下町、南本町、南下町、
茶屋町、裡道、台町の皆さんへ
　１月４日（火）に予定する不燃ごみ等
の回収容器は、１月３日（月）の箱根駅
伝大会終了後に設置します。

 美化センターへのごみ持込みは 
 28日（火）が年内最終日！

平均件数
30件

150件

年末最終週は
１時間以上
待つこともあります

野
良
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に
つ
い
て

野
焼
き

2

2

2（
屋
外
燃
焼
行
為
）は
禁
止

2

2

さ
れ
て
い
ま
す
！

12
月
か
ら

　申
請
書
な
ど
へ
の

　
　
　
　押
印
を
見
直
し
ま
す
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▼
配
布
場
所
　
図
書
館
本
館
、
分
館
窓
口

▼�

利
用
方
法
　
図
書
館
や
学
校
で
借
り
た

本
、
自
分
で
買
っ
た
本
な
ど
を
読
み
終

わ
っ
た
ら
通
帳
に
記
入
し
て
、
50
冊
貯

ま
っ
た
ら
通
帳
を
窓
口
に
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
認
定
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し

ま
す
。

大
き
な
文
字
で
読
み
や
す
く
！

「
大
活
字
本
」

　
図
書
館
で
は
通
常
の
本
が
読
み
に
く
い

方
に
も
、
図
書
館
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
様
々
な
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。 

「
大
活
字
本
」
は
、
文
字
を
大
き
く
し
、
行 

間
を
広
く
と
る
な
ど
、
読
者
が
読
み
や
す

い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
本
で
す
。
小
説
や

エ
ッ
セ
イ
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
ジ
ャ
ン

ル
で
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
活
字
が
読
み
づ
ら
く
な
っ
て
、
読

書
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
方
は
、「
大
活

字
本
」
を
手
に
と
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
新
撰
組
に

屯
所
の
改
築

を
す
す
め
、

会
津
藩
で
負

傷
者
の
治
療

を
指
南
し
、

榎
本
武
揚
に

蝦
夷
行
き
を
誘
わ
れ
る
―
―
。
日
本
近
代

医
学
の
開
祖
で
あ
る
と
と
と
も
に
、
大
磯

の
発
展
に
深
い
関
わ
り
の
あ
る
松
本
良
順
。

そ
の
生
涯
を
え
が
く
歴
史
小
説
。

冬
休
み
は
ど
っ
ぷ
り
読
書
！

す
い
せ
ん
図
書
リ
ス
ト
を
ど
う
ぞ

　
冬
休
み
に
向
け
て
、
心
温
ま
る
す
い
せ

ん
図
書
リ
ス
ト
を
学
年
別
に
用
意
し
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
３・
４
年
生
向
き
の

１
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「
秋
は
わ
た
し
の
い
ち
ば
ん
好
き
な
季

節
で
す
」
青
い
空
に
白
い
雲
、
そ
し
て
お

い
し
い
果
物
が
い
っ
ぱ
い
の
す
て
き
な
季

節
で
す
。
で
も
、
秋
を
と
て
も
き
ら
い
に

な
っ
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

昭
和
十
九
年
の
で
き
ご
と
で
し
た
。

　
か
こ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
三
年
、
手
描

き
紙
芝
居
を
も
と
に
絵
本
と
し
て
世
に
出

し
た
い
と
い
う
願
い
が
よ
う
や
く
か
な
っ

た
１
冊
で
す
。

「
読
書
通
帳
」
をご利

用
く
だ
さ
い

　
読
書
通
帳
は
自
分
が
読
ん
だ
本
の
名
前

や
感
想
な
ど
を
書
き
込
み
、
貯
め
て
い
く

も
の
で
す
。
こ
の
通
帳
に
た
く
さ
ん
の
知

識
や
感
動
を
貯
め
て
、
自
分
の
宝
物
に
し

て
く
だ
さ
い
。

▼�

対
象
　
幼
児
～
大
人
ま
で
（
大
磯
町
立

図
書
館
の
利
用
券
を
持
っ
て
い
る
人
）

と
、
大
磯
で
配
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
食
糧
の
確
保
が
大
変
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
た
め
、
敷
地
内
の
芝
生
を
畑
に

変
え
、
野
菜
作
り
に
励
む
人
も
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
磯
が
吉
田
茂
の
和
平
工
作
を

め
ぐ
っ
て
、
ス
パ
イ
活
動
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　
当
時
、
大
磯
町
内
に
は
吉
田
茂
以
外
に
、

池
田
成
彬
や
原
田
熊
雄
、
樺
山
愛
輔
な
ど

が
邸
宅
を
構
え
、
彼
ら
は
吉
田
と
共
に
終

戦
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
動
き
を
察
知
し
た
陸
軍
は
、

憲
兵
隊
と
陸
軍
省
の
二
つ
の
ル
ー
ト
か
ら
、

吉
田
邸
に
ス
パ
イ
を
派
遣
し
、
監
視
を
続

け
て
い
ま
し
た
。

　
陸
軍
省
の
ス
パ
イ
と
し
て
大
磯
の
吉
田

邸
に
派
遣
さ
れ
た
人
物
の
手
記
に
よ
る
と
、

陸
軍
は
町
内
に
家
を
借
り
て
ス
パ
イ
活
動

の
拠
点
を
つ
く
り
、
大
磯
高
校
の
近
く
に

あ
る
明
治
天
皇
観
漁
記
念
碑
の
脇
に
暗
号

文
を
埋
め
て
、
吉
田
邸
に
潜
入
し
て
い
た

ス
パ
イ
と
や
り
取
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
４
月
15
日
、

大
磯
の
吉
田
邸
に
陸
軍
の
憲
兵
隊
が
押
し

入
り
、
吉
田
は
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
同
時

に
、
町
内
に
滞
在
し
て
い
た
原
田
熊
雄
、

樺
山
愛
輔
ら
の
家
に
も
憲
兵
隊
の
捜
索
が

入
り
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
逮
捕
さ
れ

た
の
は
吉
田
だ
け
で
し
た
。

　
そ
の
吉
田
も
不
起
訴
と
な
り
、
５
月
31

日
に
は
釈
放
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の

逮
捕
に
よ
っ
て
、
吉
田
は
戦
後
に
内
閣
総

理
大
臣
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

先
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
言
え
ま
す
。

企
画
展
図
録
を
刊
行
し
ま
し
た

　
開
催
を
予
定
し
て
い
た
秋
季
企
画
展

「
資
料
と
証
言
に
見
る
大
磯
と
戦
争
」
の

展
示
図
録
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　
一
冊
３
６
０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

郷
土
資
料
館
の
窓
口
に
て
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。
な
お
、
郷
土
資
料
館
で
刊
行
し

た
刊
行
物
は
、
郵
送
で
の
販
売
も
対
応
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
郷
土
資
料

館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

戦
争
中
の
大
磯
と
別
荘
、
吉
田
茂
　
　

　
別
荘
地
と
し
て
知
ら
れ
た
大
磯
。
戦
争

は
、
そ
の
別
荘
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。

　
当
時
の
別
荘
所
有
者
は
、
大
磯
を
疎
開

地
と
し
て
、
家
族
や
知
人
の
家
族
も
含
め

て
別
荘
に
疎
開
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
住
所
を
大
磯
に
移
し
て
い
な
い

秋

かこさとし／文・絵
講談社

暁の旅人《上》《下》
（大活字本シリーズ）

吉村　昭／著
埼玉福祉会

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　12／2・6・13・20・27・29〜１／４
郷土資料館　問・ 　☎（61）４700
　　　　　　休館日　12／1・6・13・20・27・29〜１／４

いそちゃん

♯
い
そ
ち
ゃ
ん

お
す
す
め
の
一
冊

▶︎
図
録
表
紙
写
真
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町　　税

使 用 料
手 数 料

そ の 他

国 ・ 県
支 出 金

町　　債

そ の 他

土 木 費

衛 生 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

町民税、固定資産税など町に納められる
税金

自転車駐車場使用料などのサービスの
対価として徴収するお金

繰入金、財産収入、諸収入など上記以外で
町が自主的に調達できるお金

町が借り入れる借金

予算現額 46億6,034万円予算現額 46億6,034万円

収入済額 30億2,703万円 （収入率  65.0%）収入済額 30億2,703万円 （収入率  65.0%）

民 生 費 保育園や障がい者、高齢者の福祉など

予算現額 22億7,268万円予算現額 22億7,268万円

執行済額   7億5,635万円 （執行率  33.3%）執行済額   7億5,635万円 （執行率  33.3%）

道路や河川、公園の整備など

予算現額 18億5,005万円予算現額 18億5,005万円

執行済額 11億3,180万円 （執行率  61.2%）執行済額 11億3,180万円 （執行率  61.2%）

予防接種やごみ処理など

予算現額 35億1,433万円予算現額 35億1,433万円

執行済額 12億9,831万円 （執行率  36.9%）執行済額 12億9,831万円 （執行率  36.9%）

住民登録や交通安全、防犯、防災対策など

予算現額   9億8,779万円予算現額   9億8,779万円

執行済額   3億6,597万円 （執行率  37.0%）執行済額   3億6,597万円 （執行率  37.0%）

学校や生涯学習など

予算現額 11億7,247万円予算現額 11億7,247万円

執行済額   3億9,807万円 （執行率  34.0%）執行済額   3億9,807万円 （執行率  34.0%）

町の借金の返済費用

予算現額   7億3,872万円予算現額   7億3,872万円

執行済額   3億5,904万円 （執行率  48.6%）執行済額   3億5,904万円 （執行率  48.6%）

議会費、農林水産業費、商工費、消防費など
上記以外の費用
予算現額  9億1,347万円予算現額  9億1,347万円

執行済額  3億8,802万円 （執行率  42.5%）執行済額  3億8,802万円 （執行率  42.5%）

予算現額   1億3,626万円予算現額   1億3,626万円

収入済額     （収入率  43.0%）収入済額     　5,856万円 （収入率  43.0%）

予算現額 16億6,764万円予算現額 16億6,764万円

収入済額 13億1,493万円 （収入率  78.9%）収入済額 13億1,493万円 （収入率  78.9%）

使い道が特定され国や県から交付される
お金
予算現額 24億5,521万円予算現額 24億5,521万円

収入済額   5億4,238万円 （収入率  22.1%）収入済額   5億4,238万円 （収入率  22.1%）

予算現額   7億9,000万円予算現額   7億9,000万円

収入済額   6億9,968万円 （収入率  88.6%）収入済額   6億9,968万円 （収入率  88.6%）

地　　方
交 付 税

地方自治体の行政サービスを一定に保つ
ため国から交付されるお金

予算現額 10億5,410万円予算現額 10億5,410万円

収入済額 　　　　　　0円 （収入率  0.0%）収入済額 　　　　　　0円 （収入率  0.0%）

環境性能割など国・県を経由して地方自
治体に配分されるお金
予算現額   6億8,596万円予算現額   6億8,596万円

収入済額   4億4,161万円 （収入率  64.4%）収入済額   4億4,161万円 （収入率  64.4%）

60億8,419万円 （収入率53.1％） 46億9,756万円 （執行率41.0％）収入済額
歳　　入 歳　　出

執行済額

◆一般会計 上半期のポイント◆
　上半期では、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた取組みとともに、ワクチン接種体制を整備し、速やかに予防接種を
実施するなど感染症対策を迅速に進めてまいりました。また、大磯港賑わい交流施設「OISO CONNECT」の開業、明治記念大磯
邸園の開園区域の拡大や用地購入を実施したほか、土砂災害・洪水ハザードマップの作成を行いました。

自
　主
　財
　源

依

　存

　財

　源

１人当たりに使われたお金（一般会計） １人当たりの町税負担額

土木費
24,435円

町民税
43,309円

固定資産税
50,018円

総務費
36,564円

民生費
41,944円

衛生費
12,860円

公債費
11,599円

教育費
11,823円

その他
（議会費、消防費など）

12,535円

その他
（軽自動車税など）

2,141円
町たばこ税
2,323円

97,791円151,760円

問財政課　☎内線216・219

令和３年度上半期（令和３年９月30日現在）の予算執行状況をお知らせします。

令和３年度 町の上半期  財政状況を報告 
● 一般会計の収入・執行状況 ●

予算現額 114億4,951万円
（当初予算額 106億9,300万円＋補正予算額 ７億5,651万円）

特別会計の収入・執行状況
会　計　名 当初予算額 補正予算額 予算現額 収入済額 収入率 執行済額 執行率

国民健康保険事業 35億9,200万円 7,191万円 36億6,391万円 14億9,128万円 40.7% 14億5,853万円 39.8%
後 期 高 齢 者 医 療 10億6,600万円 △4,107万円 10億2,493万円 4億6,918万円 45.8% 4億3,543万円 42.5%
介 護 保 険 事 業 31億7,200万円 2億2,134万円 33億9,334万円 15億2,819万円 45.0% 14億3,328万円 42.2%

町有財産の状況

項　　　目 令和２年度末
［A］

令和３年度
上半期末［B］ 増減［B］－［A］ 主な増減理由

基　金
現　金 43億 803万円 43億6,131万円 5,328万円 本庁舎建設基金を積み立てたため
有価証券 0 円 0 円 0 円 −
土　地 6億8,835万円 6億8,835万円 0 円 −

土　　　地 820,227 ㎡ 829,927 ㎡ 9,700 ㎡ 明治記念大磯邸園用地として取得したため
建物（延床） 67,960 ㎡ 67,960 ㎡ 0 ㎡ −

※人口は令和3年10月1日現在（30,954人）の値を用いて算出しています。

企業会計
区　　分 当初予算額 補正予算額 予算現額 執行済額 執行率

下 水 道 事 業
収　益　的

収　入 9億7,729万円 0 円 9億7,729万円 4億6,316万円 47.4%
支　出 9億1,220万円 0 円 9億1,220万円 1億2,416万円 13.6%

資　本　的
収　入 13億3,055万円 0 円 13億3,055万円 2億9,611万円 22.3%
支　出 16億2,624万円 0 円 16億2,624万円 2億8,596万円 17.6%

※資本的収支の不足分は、留保資金などで補てんします。

町債（借金）の現在高
町債の現在高

一 般 会 計 78億4,443万円
臨 時 財 政 対 策 債 53億1,131万円
衛 生 債 11億8,640万円
土 木 債 9億1,877万円
教 育 債 3億2,242万円
そ の 他 1億 553万円
下 水 道 事 業 会 計

92億7,844万円
下 水 道 事 業 債

　一般会計では、近年、地方交付税の代替措置として借り入れる臨時財
政対策債が最も多くなっています。下水道事業債は今後も一般会計より
高い残高で推移する見込みですが、町全体で事業の見直しなどを図り、
町債に頼らない財政構造へ転換していくことに努めてまいります。

会　計　名 町債の現在高 町民１人当たり残高
一 般 会 計 78億4,443万円 25万3,422円

下 水 道 事 業 会 計 92億7,844万円 29万9,749円
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▶計画名　大磯町新庁舎整備基本構想【素案】
▶�概要　町では、新庁舎整備に向けた「基本構想」の

策定を進めており、この度、基本構想の素案がまと
まりましたので、ご意見を募集します。

▶募集期間　11月19日（金）～12月20日（月）
▶�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（本

庁舎・国府支所）、図書館本館、総務課窓口
▶�提出方法　持参、郵送（消印有効）、FAX、Eメール、

電子申請
▶その他　定められた様式で提出してください。
▶提出・問合せ先　
　〒255-8555　大磯町東小磯183
　政策総務部 総務課
　☎内線209　 FAX（61）1991
　*shisetsu@town.oiso.kanagawa.jp

▶計画名
　（仮称）大磯町パートナーシップ宣誓制度（創設）
▶�概要　性的少数者の方々や様々な事情により婚姻制

度を利用できずに、悩みや生きづらさを抱えている
カップルを対象に、町が２人の関係性を認める（仮
称）「大磯町パートナーシップ宣誓制度」の創設に
向けて概要（案）がまとまりましたので、ご意見を
募集します。

▶募集期間　11月24日（水）～12月23日（木）
▶�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（本

庁舎・国府支所）、図書館本館、町民課窓口
▶提出方法　持参、郵送（消印有効）、FAX、Eメール、
　電子申請
▶その他　定められた様式で提出してください。
▶提出・問合せ先
　〒255-8555　大磯町東小磯183
　町民福祉部 町民課
　☎内線236　FAX（61）1991
　*chiiki@town.oiso.kanagawa.jp

▶計画名　大磯町一般廃棄物処理基本計画（改定）
▶�概要　現基本計画の計画期間は令和３年度を最終年

度としており、新たな計画を今年度中に策定する必
要があります。改定に合わせ、食品ロス削減につい
ての計画を本基本計画に位置づけた素案について、
ご意見を募集します。
▶募集期間　12月20日（月）～令和４年１月19日（水）
▶�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（本

庁舎・国府支所）、図書館本館、美化センター
▶�提出方法　持参、郵送（消印有効）、FAX、Eメール
▶�その他　様式は問いません。氏名、住所、連絡先、
　 「大磯町一般廃棄物処理基本計画の改定」に対する

意見であることを明記してください。
▶提出・問合せ先
　〒259-0103　大磯町虫窪66
　産業環境部 環境課　
　☎（72）4438　 FAX（71）8467
　*kankyo@town.oiso.kanagawa.jp

▶計画名　第11次大磯町交通安全計画（素案）
▶�概要　大磯町では、交通事故の発生を抑制し、死傷

者数の減少を図るとともに交通事故死亡者数ゼロを
めざして、適切かつ効果的な交通安全施策を推進す
るために「第11次大磯町交通安全計画（素案）」が
まとまりましたので、ご意見を募集します。
▶募集期間　11月24日（水）～12月23日（木）
▶�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（本

庁舎・国府支所）、図書館本館、町民課窓口
▶提出方法　持参、郵送（消印有効）、FAX、Eメール、
　電子申請
▶その他　定められた様式で提出してください。
▶提出・問合せ先
　〒255-8555　大磯町東小磯183
　町民福祉部 町民課
　☎内線236　FAX（61）1991
　*chiiki@town.oiso.kanagawa.jp

パブリックコメントを募集しています
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子育て支援総合センター
からのお知らせ

問・申　受付時間 9：00〜17：00
子育て支援総合センター（めばえ）
☎（71）3377
休館日　12/5・12・19・26・29〜１/３
　　　　（日・祝日・年末年始）

横溝千鶴子記念子育て支援総合センター（めばえ）　☎（71）3377
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

親子制作 未就学児と
保護者

12/1（水）　
〜12/25（土）

10：00〜11：45
13：15〜15：00

クリスマスにちなんだ飾りを親子で作ってみません
か。おうちに飾れば、クリスマスも華やかになりま
すね。申不要

保健師の育児相談 未就学児の
保護者 12/6（月） 10：45〜11：45 お子さんの発育や発達で心配なことをご相談くださ

い。申不要
ママと一緒の
おはなしタイム 未就学児と

保護者
12/7（火）

11：00〜11：30
おはなしボランティア「まめの木」によるおはなし
会です。申不要

お誕生会 12/9（木） プレゼント：バースデーカード（お子さんの手形・
足形を押して）申不要

子ども発達相談員
（心理士）の育児相談

未就学児の
保護者 12/13（月） 10：45〜11：45 お子さんの発育や発達で心配なことをご相談くださ

い。申不要

ファミリーコンサート
３歳位までの

乳幼児と
保護者

12/21（火） 10：45〜11：30
なかなかコンサートにも行けないですよね。
たまにはお子さんと一緒にenjoy music.
申12/1（水）〜　定10組

イクメン講座
「子どもと触れ合い
　子育てのヒントを
 学ぼう」

未就学児と
父親 1/15（土） 10：00〜11：30

「お子さんともっと遊びたい」「もっとお子さんの事
を知りたい」そんなお父さんを応援します。イクメ
ンパパも、そうでない？パパも今日はリラックスし
てあそびましょう。講師：横溝　順氏（大磯幼稚園
総括教諭）申12/15（水）〜　定6組

石坂巻子記念子育て支援センター（すくすく）　☎（61）4150
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

親子制作 未就学児と
保護者

12/1（水）　
〜12/25（土）

10：00〜11：45
13：15〜15：00

クリスマスにちなんだ飾りを親子で作ってみません
か。おうちに飾れば、クリスマスも華やかになりま
すね。申不要

保健師の育児相談
未就学児の

保護者
12/2（木）

10：45〜11：45 お子さんの発育や発達で心配なことをご相談くださ
い。申不要子ども発達相談員

（心理士）の育児相談 12/16（木）

お誕生会
未就学児と

保護者
12/17（金）

11：00〜11：30
プレゼント：バースデーカード（お子さんの手形・
足形を押して）申不要

ママと一緒の
おはなしタイム 12/21（火） おはなしボランティア「あおむし」によるおはなし

会です。申不要
※定員がある講座は先着順となります。 　問問合せ　申申込み　定定員
※新型コロナウイルス感染症等の状況により、つどいの広場及び各種講座の予定は中止・変更になる場合があります。

　　　　　2021年も残り少なくなって
　　きました。
　コロナ禍での様々な生活様式の変化や
今までの常識を変えないといけない事など本
当に大変な一年であった反面8月には一年遅
れの「オリンピック」「パラリンピック」も
開催されました。まだまだコロナ禍以前の生
活には戻れませんが、そんな中でもできるこ
とを工夫しながら実行したいですね。
　「つどいの広場」が子育て世代の皆さんの
オアシスとなれますように！
　一日も早く元の生活に戻れますように！
　願いを込めて。メリークリスマス！

　　すっかりきれいになったら、
新しい年を迎える準備ですね。
　2022年はどんな1年になるので
しょうか？「つどいの広場」では
子育てのお手伝いができるように
準備をしてお待ちしています。
　今年度もたくさんご利用いただ
きましてありがとうございました。
　よいお年をお迎え
　ください。

　楽しいクリスマスが終わったら、
「大掃除」。子どもたちの大切なおも
ちゃも親子で一緒にお片付けをする
ことで、「お片付け」の習慣を身に
つけられたり、家族の一員としての
お手伝いにもつながったりします。
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▶計画名　大磯町新庁舎整備基本構想【素案】
▶�概要　町では、新庁舎整備に向けた「基本構想」の

策定を進めており、この度、基本構想の素案がまと
まりましたので、ご意見を募集します。
▶募集期間　11月19日（金）～12月20日（月）
▶�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（本

庁舎・国府支所）、図書館本館、総務課窓口
▶�提出方法　持参、郵送（消印有効）、FAX、Eメール、

電子申請
▶その他　定められた様式で提出してください。
▶提出・問合せ先　
　〒255-8555　大磯町東小磯183
　政策総務部 総務課
　☎内線209　 FAX（61）1991
　*shisetsu@town.oiso.kanagawa.jp

▶計画名
　（仮称）大磯町パートナーシップ宣誓制度（創設）
▶�概要　性的少数者の方々や様々な事情により婚姻制

度を利用できずに、悩みや生きづらさを抱えている
カップルを対象に、町が２人の関係性を認める（仮
称）「大磯町パートナーシップ宣誓制度」の創設に
向けて概要（案）がまとまりましたので、ご意見を
募集します。
▶募集期間　11月24日（水）～12月23日（木）
▶�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（本

庁舎・国府支所）、図書館本館、町民課窓口
▶提出方法　持参、郵送（消印有効）、FAX、Eメール、
　電子申請
▶その他　定められた様式で提出してください。
▶提出・問合せ先
　〒255-8555　大磯町東小磯183
　町民福祉部 町民課
　☎内線236　FAX（61）1991
　*chiiki@town.oiso.kanagawa.jp

▶計画名　大磯町一般廃棄物処理基本計画（改定）
▶�概要　現基本計画の計画期間は令和３年度を最終年

度としており、新たな計画を今年度中に策定する必
要があります。改定に合わせ、食品ロス削減につい
ての計画を本基本計画に位置づけた素案について、
ご意見を募集します。
▶募集期間　12月20日（月）～令和４年１月19日（水）
▶�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（本

庁舎・国府支所）、図書館本館、美化センター
▶�提出方法　持参、郵送（消印有効）、FAX、Eメール
▶�その他　様式は問いません。氏名、住所、連絡先、
　 「大磯町一般廃棄物処理基本計画の改定」に対する

意見であることを明記してください。
▶提出・問合せ先
　〒259-0103　大磯町虫窪66
　産業環境部 環境課　
　☎（72）4438　 FAX（71）8467
　*kankyo@town.oiso.kanagawa.jp

▶計画名　第11次大磯町交通安全計画（素案）
▶�概要　大磯町では、交通事故の発生を抑制し、死傷

者数の減少を図るとともに交通事故死亡者数ゼロを
めざして、適切かつ効果的な交通安全施策を推進す
るために「第11次大磯町交通安全計画（素案）」が
まとまりましたので、ご意見を募集します。
▶募集期間　11月24日（水）～12月23日（木）
▶�閲覧場所　町ホームページ、町民情報コーナー（本

庁舎・国府支所）、図書館本館、町民課窓口
▶提出方法　持参、郵送（消印有効）、FAX、Eメール、
　電子申請
▶その他　定められた様式で提出してください。
▶提出・問合せ先
　〒255-8555　大磯町東小磯183
　町民福祉部 町民課
　☎内線236　FAX（61）1991
　*chiiki@town.oiso.kanagawa.jp

パブリックコメントを募集しています
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時１月15日（土）15時30分～18時
　（雨天決行）
受付駅前南広場（15時受付）
コース南広場～七所参りの道祖神～避
難タワー～山王町～長者町～サイト広
場（解散） 約３ｋｍ
定30人（先着順）
費500円（保険、資料代含）
申往復ハガキに企画名、開催日、住所、
氏名、電話番号、人数（２人まで）明記。
ホームページからの申込み可。
締12月25日（土）必着
問〒255-0003
大磯町大磯995-12-Ｂ
ＮＰＯ法人大磯ガイド協会
☎（73）8590（平日９時～17時）
https://www.oisoguide.com

　サンタ帽をかぶり、みんなで１ｋｍを
楽しく走るクリスマスイベント。子ど
もやベビーカー、犬連れの方も大歓迎
です。
時12月18日（土）
13時集合、13時30分スタート
場大磯運動公園

（野球場スタート＆フィニッシュ）
対象１ｋｍを歩けるまたは走れる健康な
方。子どもだけの参加、親子、カップ
ルでの参加可。
定100人（先着順）
費500円（サンタ帽付、揚げたてチュロ
ス１本、ホットチョコ１杯、焼きマシュ
マロ１本）
持運動できる靴、服装
申12月１日（土）～17日（金）
その他会場にサンタクロースが来園予
定です。
問・申大磯運動公園管理棟
☎（61）8822

国指定重要無形民俗文化財
左義長をたずねる
　～左義長ゆかりの道祖神を巡る～

大磯運動公園 12月のイベント
チュロス＆ホットチョコレートラン

時12月17日（金）13時30分～15時30分
場生涯学習館２階集会室
内容大磯に縁の深い画家や、大磯を描
いた絵画、大磯での写生の楽しみにつ
いて、日本画家である講師にお話しい
ただきます。
講師内山　徹氏（日本画家・東京藝術
大学同大学院にて加山又造に師事）
対象町在住、在勤の方
定30人（先着順）　費無料　持上履き
申12月１日（水）受付開始。電話または
Eメールにて名前、電話番号を明記し
てお申込みください。
問・申生涯学習課　☎内線323
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

時１月８日（土）14時30分～16時30分
場無罣庵（大磯943）
演目音楽のかたち－音楽を形づくる
様々な仕組みを聞く－
講師中村　晃也氏（元昭和音楽大学音
楽芸術運営学科教授）　
定15人（先着順）　
費1,000円（資料代込）
問・申（一社）海鈴大磯　
☎070（3526）7310　富山
*odckarin@mh.scn-net.ne.jp

　ピアノの前身である中世の鍵盤楽器、
チェンバロの響きが現代に生き生きと
蘇ります。
時12月27日（月）19時開演

（18時30分開場）
場無罣庵（大磯943）
内容L.クープラン:組曲ヘ長調、J.S. 
バッハ：ソナタ第３番ト長調op.5-3 
他　定35人（要予約）　費4,000円
問・申☎（61）6906　中村

OISO学び塾Ⅲ
「絵画に見る大磯」

大磯コミュニティ・カレッジ

第10回
大木和音チェンバロリサイタル

 講座・催し

　一人一台の貸出機を使って、スマホ
に興味をもてるよう、楽しく分かりや
すく講習します。
●スマートフォンをお持ちでない方
時・場（受講はいずれか一回）
①１月12日（水）13時30分～15時30分
生涯学習館１階研修室
②１月18日（火）13時30分～15時30分
国府支所２階第一・二会議室
③２月22日（火） 10時～正午
国府支所２階第一・二会議室
対象スマートフォンをお持ちでない方
で、概ね65歳以上の方

●スマートフォンをお持ちの方
時・場２月15日（火）13時30分～15時30
分
生涯学習館１階研修室
対象スマートフォンを持っているが、
ほとんど使えていない、使い方がよく
分からない方で、概ね65歳以上の方

《講座共通》
講師携帯電話会社派遣講師
定各回10人（先着順）
費無料
持筆記用具など
申12月７日（火）～15日（水）
電話またはEメールにて、名前、電話
番号を明記してお申込みください。
その他各携帯会社・各機種に共通した
一般的な内容での講習になります。
ご自身のスマートフォンをお持ちの場
合は、休憩時間や講習後に相談等に対
応できます。
　どなたでも安心してご参加いただけ
ます。

問・申生涯学習課　☎内線323
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

おおいそシニア教室Ⅱ　スマホ教室

時とき
場ところ
費費用
定定員

持持ち物
締締切り
申申込み
問問合せ

新型コロナウイルス感染症の影響により、
イベントなどが中止になる場合があります
• 開催については、お問合せください。
•  イベントなどに参加される際は、新型コロナウイ

ルス感染症対策を各自で行ってください。
•  イベントなどで行われる新型コロナウイルス感染

症対策にご協力ください。
大磯カイロプラクティック院

auPAY、
PayPay

 可 

消防情報ダイヤル ☎（61）5151
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 091117 広報おおいそ　令和　年　月

時12月6日（月）10時～11時
場保健センター２階研修室
講師相田　晶子氏（日本体育協会公認
エアロビック指導員）
定先着15人（先着順）
費200円（保険・資料代）
持水筒・動きやすい服装で　申不要
問おおいそ骨太体操ボランティアの会
事務局　☎（61）7250

　対象の方には12月上旬に案内状を送
付します。
　今年度は新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、式典を２部制で開催
します。
時１月10日（月・祝）　
場大磯プリンスホテル メインバン
ケットホール
内容
第一部 正午～12時30分

（受付11時30分～）
※大磯地区在住対象
第二部14時～14時30分

（受付13時30分～）
※国府地区在住対象
対象平成13年４月２日～平成14年４月
１日生まれの方
その他町外に転出された方で出席を希
望する場合は、12月23日(木)までにご
連絡ください。
問・申生涯学習課　☎内線323

 お 知 ら せ

　県では母子・父子・寡婦・父母のい
ない家庭などのお子さんを対象として、
無利子で学校へ行く資金を貸し付ける
制度（母子・父子・寡婦福祉資金）を実
施しています。
〇修学資金⇒高等学校、大学、高等専
門学校または専修学校に修学するため
に必要な資金。　
〇就学支度資金⇒小学校、中学校、高
等学校、大学、高等専門学校または専
修学校への入学に必要な資金。（小・
中学校は所得制限あり）
問・申平塚保健福祉事務所生活福祉課
☎（32）0163

骨太プラスワン研修会
～十年後も元気でいられる筋トレ～

成人おめでとうございます
成人式を開催します

母子・父子・寡婦家庭等への
修学資金などの貸付について

時12月20日（月）14時～16時
場保健センター２階研修室
内容LGBTsとは何か、周りの私たち
には何ができるのかを、当事者として
の体験を踏まえてお話しいただき、学
んでいきます。
講師平良　愛香氏（日本キリスト教団
川和協会牧師、桜美林・立教大学非常
勤講師等）
定30人（先着順）　Zoom参加も可。
費無料　
申11月18日(木)～12月17日(金)
電話・FAX・郵便・電子メールにて申
込者の氏名、連絡先をお知らせくださ
い。
その他託児、手話通訳あります。
Zoom参加希望の方は、電子メールに
てお申込みください。
問町民課　☎内線267

時１月～３月の全10回
（詳細はお問合せください）
初回は１月14日（金）10時～正午
場保健センター等
内容「食改さん」の愛称で料理教室を
開催するなど、地域の健康づくりをす
すめる活動をしている「食生活改善推
進員」を養成する講座です。ご自身や
家族の健康、食育に興味のある方、ど
なたでもご参加いただけます。　
対象町在住の方
費調理実習時に材料費、保険代として
１回あたり500円程度の実費負担あり　
締１月７日（金）
問・申スポーツ健康課　☎内線319

時12月4日（土）～12日（日） 
９時30分～16時
場旧吉田茂邸地区　管理休憩棟
内容県立都市公園・自然公園を対象と
したフォトコンテストの入賞作品を展
示します。
対象どなたでも　費無料
問大磯城山公園管理事務所
☎（61）0355

大磯町男女共同参画講座
「LGBTsってなんだろう？」

～誰もが生きやすい社会へ～

「食」で町を元気にしませんか
～食生活改善推進員養成講座～

大磯城山公園 12月のイベント
「花とみどりのフォトコンテスト」
入賞作品展

〇手しごと庵
内容ちりめんの雪うさぎとフェルトの
クリスマスケーキ 
時12月９日（木）13時～16時
定10人
費1,200円（材料費・入庵料込）

〇鴫立寄席
時12月11日（土）
開場13時　開演13時30分
演目「徂徠豆腐」「時そば」「芝浜」
演者三遊亭　恋生、三笑亭　空巣、桂　
三十助゛
定15人　費800円（入庵料込）

〇座禅
　姿勢・呼吸・心を整えます
時12月18日（土）
13時30分～14時30分
講師豊田　素道氏（慶林寺住職）
定10人　費500円（入庵料込）

〇花の会
　お正月飾り
時12月22日（水）14時～16時
講師府川　葉月氏
定15人　
費3,000円（入庵料込）
持はさみ、タオル、持ち帰り袋

〇写経
　心に穏やかな時を・・・
時12月23日（木）13時30分～15時30分
講師佐々木　義正氏（妙大寺住職）
定10人　費1,200円（入庵料込）
持書道セット

〇伝筆（つてふで）教室
時12月６日（月）13時30分～15時
12月26日（日）10時30分～正午
講師認定講師 わでん伝筆マスター　
宮前　礼子氏
対象中学生以上　定10人
費3,850円（材料費込）
＊2回目以降は別途材料費

〇茶と遊ぶ
　イロイロな淹れ方楽しむ日本茶編
時１月８日（土）10時～正午
講師髙野　幸代氏　
定10人
費各回2,000円（お茶数種とお菓子付・
入庵料込）

※各教室は予約制です。
　 定員になり次第締め切らせていただ

きます。

問・申鴫立庵　☎（61）6926

鴫立庵 12月イベント情報

火事と救急
10月の出動状況

消防車… 28件（火災出動４、救助出動１、  その他出動23）
救急車…130件（急病88、交通事故７、一般負傷26、その他９）
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時１月15日（土）15時30分～18時
　（雨天決行）
受付駅前南広場（15時受付）
コース南広場～七所参りの道祖神～避
難タワー～山王町～長者町～サイト広
場（解散） 約３ｋｍ
定30人（先着順）
費500円（保険、資料代含）
申往復ハガキに企画名、開催日、住所、
氏名、電話番号、人数（２人まで）明記。
ホームページからの申込み可。
締12月25日（土）必着
問〒255-0003
大磯町大磯995-12-Ｂ
ＮＰＯ法人大磯ガイド協会
☎（73）8590（平日９時～17時）
https://www.oisoguide.com

　サンタ帽をかぶり、みんなで１ｋｍを
楽しく走るクリスマスイベント。子ど
もやベビーカー、犬連れの方も大歓迎
です。
時12月18日（土）
13時集合、13時30分スタート
場大磯運動公園

（野球場スタート＆フィニッシュ）
対象１ｋｍを歩けるまたは走れる健康な
方。子どもだけの参加、親子、カップ
ルでの参加可。
定100人（先着順）
費500円（サンタ帽付、揚げたてチュロ
ス１本、ホットチョコ１杯、焼きマシュ
マロ１本）
持運動できる靴、服装
申12月１日（土）～17日（金）
その他会場にサンタクロースが来園予
定です。
問・申大磯運動公園管理棟
☎（61）8822

国指定重要無形民俗文化財
左義長をたずねる
　～左義長ゆかりの道祖神を巡る～

大磯運動公園 12月のイベント
チュロス＆ホットチョコレートラン

時12月17日（金）13時30分～15時30分
場生涯学習館２階集会室
内容大磯に縁の深い画家や、大磯を描
いた絵画、大磯での写生の楽しみにつ
いて、日本画家である講師にお話しい
ただきます。
講師内山　徹氏（日本画家・東京藝術
大学同大学院にて加山又造に師事）
対象町在住、在勤の方
定30人（先着順）　費無料　持上履き
申12月１日（水）受付開始。電話または
Eメールにて名前、電話番号を明記し
てお申込みください。
問・申生涯学習課　☎内線323
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

時１月８日（土）14時30分～16時30分
場無罣庵（大磯943）
演目音楽のかたち－音楽を形づくる
様々な仕組みを聞く－
講師中村　晃也氏（元昭和音楽大学音
楽芸術運営学科教授）　
定15人（先着順）　
費1,000円（資料代込）
問・申（一社）海鈴大磯　
☎070（3526）7310　富山
*odckarin@mh.scn-net.ne.jp

　ピアノの前身である中世の鍵盤楽器、
チェンバロの響きが現代に生き生きと
蘇ります。
時12月27日（月）19時開演

（18時30分開場）
場無罣庵（大磯943）
内容L.クープラン:組曲ヘ長調、J.S. 
バッハ：ソナタ第３番ト長調op.5-3 
他　定35人（要予約）　費4,000円
問・申☎（61）6906　中村

OISO学び塾Ⅲ
「絵画に見る大磯」

大磯コミュニティ・カレッジ

第10回
大木和音チェンバロリサイタル

 講座・催し

　一人一台の貸出機を使って、スマホ
に興味をもてるよう、楽しく分かりや
すく講習します。
●スマートフォンをお持ちでない方
時・場（受講はいずれか一回）
①１月12日（水）13時30分～15時30分
生涯学習館１階研修室
②１月18日（火）13時30分～15時30分
国府支所２階第一・二会議室
③２月22日（火） 10時～正午
国府支所２階第一・二会議室
対象スマートフォンをお持ちでない方
で、概ね65歳以上の方

●スマートフォンをお持ちの方
時・場２月15日（火）13時30分～15時30
分
生涯学習館１階研修室
対象スマートフォンを持っているが、
ほとんど使えていない、使い方がよく
分からない方で、概ね65歳以上の方

《講座共通》
講師携帯電話会社派遣講師
定各回10人（先着順）
費無料
持筆記用具など
申12月７日（火）～15日（水）
電話またはEメールにて、名前、電話
番号を明記してお申込みください。
その他各携帯会社・各機種に共通した
一般的な内容での講習になります。
ご自身のスマートフォンをお持ちの場
合は、休憩時間や講習後に相談等に対
応できます。
　どなたでも安心してご参加いただけ
ます。

問・申生涯学習課　☎内線323
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

おおいそシニア教室Ⅱ　スマホ教室

時とき
場ところ
費費用
定定員

持持ち物
締締切り
申申込み
問問合せ

新型コロナウイルス感染症の影響により、
イベントなどが中止になる場合があります
• 開催については、お問合せください。
•  イベントなどに参加される際は、新型コロナウイ

ルス感染症対策を各自で行ってください。
•  イベントなどで行われる新型コロナウイルス感染

症対策にご協力ください。
大磯カイロプラクティック院

auPAY、
PayPay

 可 

消防情報ダイヤル ☎（61）5151
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 091117 広報おおいそ　令和　年　月

時12月6日（月）10時～11時
場保健センター２階研修室
講師相田　晶子氏（日本体育協会公認
エアロビック指導員）
定先着15人（先着順）
費200円（保険・資料代）
持水筒・動きやすい服装で　申不要
問おおいそ骨太体操ボランティアの会
事務局　☎（61）7250

　対象の方には12月上旬に案内状を送
付します。
　今年度は新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、式典を２部制で開催
します。
時１月10日（月・祝）　
場大磯プリンスホテル メインバン
ケットホール
内容
第一部 正午～12時30分

（受付11時30分～）
※大磯地区在住対象
第二部14時～14時30分

（受付13時30分～）
※国府地区在住対象
対象平成13年４月２日～平成14年４月
１日生まれの方
その他町外に転出された方で出席を希
望する場合は、12月23日(木)までにご
連絡ください。
問・申生涯学習課　☎内線323

 お 知 ら せ

　県では母子・父子・寡婦・父母のい
ない家庭などのお子さんを対象として、
無利子で学校へ行く資金を貸し付ける
制度（母子・父子・寡婦福祉資金）を実
施しています。
〇修学資金⇒高等学校、大学、高等専
門学校または専修学校に修学するため
に必要な資金。　
〇就学支度資金⇒小学校、中学校、高
等学校、大学、高等専門学校または専
修学校への入学に必要な資金。（小・
中学校は所得制限あり）
問・申平塚保健福祉事務所生活福祉課
☎（32）0163

骨太プラスワン研修会
～十年後も元気でいられる筋トレ～

成人おめでとうございます
成人式を開催します

母子・父子・寡婦家庭等への
修学資金などの貸付について

時12月20日（月）14時～16時
場保健センター２階研修室
内容LGBTsとは何か、周りの私たち
には何ができるのかを、当事者として
の体験を踏まえてお話しいただき、学
んでいきます。
講師平良　愛香氏（日本キリスト教団
川和協会牧師、桜美林・立教大学非常
勤講師等）
定30人（先着順）　Zoom参加も可。
費無料　
申11月18日(木)～12月17日(金)
電話・FAX・郵便・電子メールにて申
込者の氏名、連絡先をお知らせくださ
い。
その他託児、手話通訳あります。
Zoom参加希望の方は、電子メールに
てお申込みください。
問町民課　☎内線267

時１月～３月の全10回
（詳細はお問合せください）
初回は１月14日（金）10時～正午
場保健センター等
内容「食改さん」の愛称で料理教室を
開催するなど、地域の健康づくりをす
すめる活動をしている「食生活改善推
進員」を養成する講座です。ご自身や
家族の健康、食育に興味のある方、ど
なたでもご参加いただけます。　
対象町在住の方
費調理実習時に材料費、保険代として
１回あたり500円程度の実費負担あり　
締１月７日（金）
問・申スポーツ健康課　☎内線319

時12月4日（土）～12日（日） 
９時30分～16時
場旧吉田茂邸地区　管理休憩棟
内容県立都市公園・自然公園を対象と
したフォトコンテストの入賞作品を展
示します。
対象どなたでも　費無料
問大磯城山公園管理事務所
☎（61）0355

大磯町男女共同参画講座
「LGBTsってなんだろう？」

～誰もが生きやすい社会へ～

「食」で町を元気にしませんか
～食生活改善推進員養成講座～

大磯城山公園 12月のイベント
「花とみどりのフォトコンテスト」
入賞作品展

〇手しごと庵
内容ちりめんの雪うさぎとフェルトの
クリスマスケーキ 
時12月９日（木）13時～16時
定10人
費1,200円（材料費・入庵料込）

〇鴫立寄席
時12月11日（土）
開場13時　開演13時30分
演目「徂徠豆腐」「時そば」「芝浜」
演者三遊亭　恋生、三笑亭　空巣、桂　
三十助゛
定15人　費800円（入庵料込）

〇座禅
　姿勢・呼吸・心を整えます
時12月18日（土）
13時30分～14時30分
講師豊田　素道氏（慶林寺住職）
定10人　費500円（入庵料込）

〇花の会
　お正月飾り
時12月22日（水）14時～16時
講師府川　葉月氏
定15人　
費3,000円（入庵料込）
持はさみ、タオル、持ち帰り袋

〇写経
　心に穏やかな時を・・・
時12月23日（木）13時30分～15時30分
講師佐々木　義正氏（妙大寺住職）
定10人　費1,200円（入庵料込）
持書道セット

〇伝筆（つてふで）教室
時12月６日（月）13時30分～15時
12月26日（日）10時30分～正午
講師認定講師 わでん伝筆マスター　
宮前　礼子氏
対象中学生以上　定10人
費3,850円（材料費込）
＊2回目以降は別途材料費

〇茶と遊ぶ
　イロイロな淹れ方楽しむ日本茶編
時１月８日（土）10時～正午
講師髙野　幸代氏　
定10人
費各回2,000円（お茶数種とお菓子付・
入庵料込）

※各教室は予約制です。
　 定員になり次第締め切らせていただ

きます。

問・申鴫立庵　☎（61）6926

鴫立庵 12月イベント情報

火事と救急
10月の出動状況

消防車… 28件（火災出動４、救助出動１、  その他出動23）
救急車…130件（急病88、交通事故７、一般負傷26、その他９）
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 ス ポ ー ツ

　国連の世界人権宣言採択を記念して、
日本では毎年12月４日～10日を「人権
週間」としています。一人ひとりがお
互いの違いを認め、すべての人が個人
として尊重される平和で豊かな社会の
実現に向けて、町をはじめ法務省や全
国人権擁護委員連合会など関係機関が
様々な啓発活動を予定しています。
　12月の人権相談日は、12月16日（木）
です。詳細は19ページをご覧ください。
問みんなの人権110番
☎0570（003）110
町民課　☎内線237

　

 募　　 　集

　統計調査員は調査実施ごとに任命さ
れる非常勤公務員です。また、任命期
間は各調査、２か月程度です。
　統計法に基づく統計調査において、
調査対象の世帯や事務所に調査票の配
布、回収、点検などを行います。
対象
①調査に従事できる健康で熱意があり、
秘密保護等に信頼がおけるなど統計調
査員としてふさわしい方
②町在住、在勤の方
③年齢20歳以上の方④選挙、税務、警
察に直接関係がない方
報酬統計調査の種類や調査活動にかか
る日数などを考慮して定められます。
問・申政策課　☎内線258

みんなで築こう人権の世紀
～考えよう相手の気持ち
　　　育てよう思いやりの心～
第73回 人権週間

登録統計調査員募集

　白血病などの治療に有効な骨髄・未
梢血幹細胞の移植の推進を図るため、
骨髄等のドナー（提供者）及びドナーが
勤務する事業所へ助成金を交付します。
対象
・ ドナー　骨髄バンク事業において、

骨髄等の提供を完了した方で、提供
のための休暇制度がない事業所に勤
務している方

・ 事業所　骨髄等の提供をしたドナー
を雇用している国内の事業所

助成金額
・ ドナー　検査や入院等に要した日数

１日につき２万円（上限14万円）
・ 事業所　取得した休暇の日数１日に

つき１万円（上限７万円）
申請方法
　町指定の申請書に記入の上、骨髄等
の提供を完了した日から１年以内に申
請してください。

骨髄ドナーに登録するには？
　全国各地の献血ルーム等で登録がで
きます。

問スポーツ健康課　☎内線360

　初日の出の観賞のため、西防波堤遊
歩道を開放します。
時１月１日（土・祝）
６時30分～16時
※ 気象条件等によっては、遊歩道の開

放をしない場合があります。　　
問大磯港港湾管理事務所　☎（61）5719

骨髄移植ドナー支援事業

大磯港で初日の出を見よう!!

気象情報
10月

最高気温 29.5度　最低気温 9.7度　平均気温 18.7度
総雨量 80.0mm

スポーツ大会の結果
秋季町民ゴルフ大会の結果  

時10月18日（月）
場平塚富士見CC
▶一般男子の部
　優　勝　鹿島　世有
　準優勝　加藤　賢一
　第３位　伊澤　富男
▶シニアの部
　優　勝　柏木　功男
　準優勝　守屋　泰秀
　第３位　宍戸　史紀
▶女子の部
　優　勝　関　　純子
　準優勝　赤井　英子
　第３位　前後　榮枝
問町体育協会ゴルフ部
☎（72）1256　小早川

第47回 町民ソフトテニス大会  
時10月24日（日）
場大磯中学校・大磯運動公園
▶男子の部 
　優　勝　坂口雅哉・髙岡智也
　準優勝　三橋大・石井光太郎
　第３位　兒玉昌平・堀江秀祐
▶女子の部 
　優　勝　石井光梨・神蔵裕美
　準優勝　原田虹海・石井香名実
　第３位　宇田川亜実・岩田瑞樹
問町体育協会ソフトテニス部 
☎(34)3092 関野
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防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241

相談の案内［12月］
相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 ９日（木） 13時～16時
（予約制１回30分以
内）

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線237
※ マスクの着用をお願

いします。

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 16日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、
日常生活の中の法律的な問題

９日（木）、16日（木）
10時～正午／13時～16時

（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月～金　９時30分～16時 平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月～金　９時30分～19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分～16時30分

教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談（予約制）
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日～金曜日
９時～正午/13時～16時30分

教育研究所 教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
８日（水）、17日（金）、24日（金）
13時30分～16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所 保健予防課

☎（32）9546
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
21日（火）13時30分～16時30分

（予約制）
児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日～金曜日

８時30分～17時15分
児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065

高齢者総合相談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日～土曜日
８時30分～17時15分 障害福祉センター　☎（73）4530

日曜・祝日・夜間【17時15分～
８時30分】 大磯町役場　☎（61）4100

※ 祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変更になる場合があります。詳しくは電話にてお問合せください。

会議開催のお知らせ

教育委員会定例会
　12月16日（木）９時30分～
　役場本庁舎　４階第１会議室

問学校教育課　☎内線341

農業委員会総会
　12月23日（木）13時30分～
　役場本庁舎　４階第２委員会室

問農業委員会　☎内線358
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無事故で年末　笑顔で新年
　～年末の交通事故防止運動実施～

マイナンバーカードの受取り窓口を
休日に開設します

　12月11日～20日の10日間、年末の交通事故防止運動
が、12月１日～31日は飲酒運転根絶強化月間が展開さ
れます。
　年末は飲酒の機会が多くなります。「乗る人に　飲
ませるあなたも　犯罪者」をスローガンに、飲酒運転
を絶対にしない、させないようにしましょう。
　
　明るい年末・年始を迎えられるように一人ひとりが
正しく交通ルールを守り、交通マナーの実践を習慣づ
け、交通事故をなくしましょう。
 問町民課　☎内線237

▶とき　12月12日(日) ９時～正午、13時～16時

　受取りは電話かインターネットでの事前予約制で、
交付案内が届いている方が対象です。
　町役場から送付された交付案内で
ご持参いただく書類をご確認くださ
い。
　なお、交付期限を過ぎても受け取
ることができますので、お早めにお
受取りください。
 問町民課　☎内線272
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 ス ポ ー ツ

　国連の世界人権宣言採択を記念して、
日本では毎年12月４日～10日を「人権
週間」としています。一人ひとりがお
互いの違いを認め、すべての人が個人
として尊重される平和で豊かな社会の
実現に向けて、町をはじめ法務省や全
国人権擁護委員連合会など関係機関が
様々な啓発活動を予定しています。
　12月の人権相談日は、12月16日（木）
です。詳細は19ページをご覧ください。
問みんなの人権110番
☎0570（003）110
町民課　☎内線237

　

 募　　 　集

　統計調査員は調査実施ごとに任命さ
れる非常勤公務員です。また、任命期
間は各調査、２か月程度です。
　統計法に基づく統計調査において、
調査対象の世帯や事務所に調査票の配
布、回収、点検などを行います。
対象
①調査に従事できる健康で熱意があり、
秘密保護等に信頼がおけるなど統計調
査員としてふさわしい方
②町在住、在勤の方
③年齢20歳以上の方④選挙、税務、警
察に直接関係がない方
報酬統計調査の種類や調査活動にかか
る日数などを考慮して定められます。
問・申政策課　☎内線258

みんなで築こう人権の世紀
～考えよう相手の気持ち
　　　育てよう思いやりの心～
第73回 人権週間

登録統計調査員募集

　白血病などの治療に有効な骨髄・未
梢血幹細胞の移植の推進を図るため、
骨髄等のドナー（提供者）及びドナーが
勤務する事業所へ助成金を交付します。
対象
・ ドナー　骨髄バンク事業において、

骨髄等の提供を完了した方で、提供
のための休暇制度がない事業所に勤
務している方

・ 事業所　骨髄等の提供をしたドナー
を雇用している国内の事業所

助成金額
・ ドナー　検査や入院等に要した日数

１日につき２万円（上限14万円）
・ 事業所　取得した休暇の日数１日に

つき１万円（上限７万円）
申請方法
　町指定の申請書に記入の上、骨髄等
の提供を完了した日から１年以内に申
請してください。

骨髄ドナーに登録するには？
　全国各地の献血ルーム等で登録がで
きます。

問スポーツ健康課　☎内線360

　初日の出の観賞のため、西防波堤遊
歩道を開放します。
時１月１日（土・祝）
６時30分～16時
※ 気象条件等によっては、遊歩道の開

放をしない場合があります。　　
問大磯港港湾管理事務所　☎（61）5719

骨髄移植ドナー支援事業

大磯港で初日の出を見よう!!

気象情報
10月

最高気温 29.5度　最低気温 9.7度　平均気温 18.7度
総雨量 80.0mm

スポーツ大会の結果
秋季町民ゴルフ大会の結果  

時10月18日（月）
場平塚富士見CC
▶一般男子の部
　優　勝　鹿島　世有
　準優勝　加藤　賢一
　第３位　伊澤　富男
▶シニアの部
　優　勝　柏木　功男
　準優勝　守屋　泰秀
　第３位　宍戸　史紀
▶女子の部
　優　勝　関　　純子
　準優勝　赤井　英子
　第３位　前後　榮枝
問町体育協会ゴルフ部
☎（72）1256　小早川

第47回 町民ソフトテニス大会  
時10月24日（日）
場大磯中学校・大磯運動公園
▶男子の部 
　優　勝　坂口雅哉・髙岡智也
　準優勝　三橋大・石井光太郎
　第３位　兒玉昌平・堀江秀祐
▶女子の部 
　優　勝　石井光梨・神蔵裕美
　準優勝　原田虹海・石井香名実
　第３位　宇田川亜実・岩田瑞樹
問町体育協会ソフトテニス部 
☎(34)3092 関野
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19 広報おおいそ　令和　年　月 防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241

相談の案内［12月］
相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 ９日（木） 13時～16時
（予約制１回30分以
内）

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線237
※ マスクの着用をお願

いします。

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 16日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、
日常生活の中の法律的な問題

９日（木）、16日（木）
10時～正午／13時～16時

（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月～金　９時30分～16時 平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月～金　９時30分～19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分～16時30分

教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談（予約制）
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日～金曜日
９時～正午/13時～16時30分

教育研究所 教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
８日（水）、17日（金）、24日（金）
13時30分～16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所 保健予防課

☎（32）9546
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
21日（火）13時30分～16時30分

（予約制）
児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日～金曜日

８時30分～17時15分
児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065

高齢者総合相談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日～土曜日
８時30分～17時15分 障害福祉センター　☎（73）4530

日曜・祝日・夜間【17時15分～
８時30分】 大磯町役場　☎（61）4100

※ 祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日があります。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、予定が変更になる場合があります。詳しくは電話にてお問合せください。

会議開催のお知らせ

教育委員会定例会
　12月16日（木）９時30分～
　役場本庁舎　４階第１会議室

問学校教育課　☎内線341

農業委員会総会
　12月23日（木）13時30分～
　役場本庁舎　４階第２委員会室

問農業委員会　☎内線358
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無事故で年末　笑顔で新年
　～年末の交通事故防止運動実施～

マイナンバーカードの受取り窓口を
休日に開設します

　12月11日～20日の10日間、年末の交通事故防止運動
が、12月１日～31日は飲酒運転根絶強化月間が展開さ
れます。
　年末は飲酒の機会が多くなります。「乗る人に　飲
ませるあなたも　犯罪者」をスローガンに、飲酒運転
を絶対にしない、させないようにしましょう。
　
　明るい年末・年始を迎えられるように一人ひとりが
正しく交通ルールを守り、交通マナーの実践を習慣づ
け、交通事故をなくしましょう。
 問町民課　☎内線237

▶とき　12月12日(日) ９時～正午、13時～16時

　受取りは電話かインターネットでの事前予約制で、
交付案内が届いている方が対象です。
　町役場から送付された交付案内で
ご持参いただく書類をご確認くださ
い。
　なお、交付期限を過ぎても受け取
ることができますので、お早めにお
受取りください。
 問町民課　☎内線272
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a.jp/ 町の人口と世帯
11月１日現在

人口 31,493（−21） 男 15,339（−3） 女 16,154（−18）
世帯 12,774（±0）　（　）は前月比

①ざる菊満開
� （11/3　生沢　杉崎さん撮影）
②鷹取山十三仏”生沢”の守り神として祀られています
� （11/3　生沢　木原さん撮影）
③避難訓練
� （11/6　東海大学大磯病院　伊福さん撮影）
④避難訓練後の段ボールベッド組立訓練
� （11/6　国府新宿　高田さん撮影）
⑤大磯町津波土砂避難訓練
� （11/6　東町　上田さん撮影）

①

⑤

③

②

④

わが家のアイドル

問スポーツ健康課 ☎内線319

みんなでつくろう！

作 り 方
① �ボウルに豆乳と三温糖を入れ、泡立て器で混ぜる。
② �①にホットケーキミックスを入れて、混ぜる。
③ �②に角切りチーズを入れて、さっくりと混ぜる。
④ �型に生地を流し、蒸し器で15～20分程蒸す。
⑤ �竹串を蒸しパンの真ん中にさして、生地がくっつかな
ければ完成。

チーズ蒸しパン
チーズ風味の
ふわふわ蒸しパン
です。

国府保育園で人気のレシピをご紹介♪

材 料（４人分）
ホットケーキミックス� 100ｇ
豆乳� 75ｇ
三温糖� 30ｇ
角切りチーズ� 60ｇ
（スライスチーズなど、お好みのチーズでも作れます）

問政策課 ☎内線207
koho@town.oiso.kanagawa.jp

　このコーナーに登場してくれる
お子さんを募集しています！

【対象】1～３歳児
①お子さんのお名前
②生年月日　③住所
④電話番号　⑤保護者の方のお名前
⑥続柄（長男・長女など）
⑦コメント（50文字以内）
をご記入のうえ、写真の画像をお送りください。

20広報おおいそ　令和　年　月

見やすいユニバーサルデザインフォントを
採用しています。




